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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「うーん。うーん」


「どした、月げつ光こう」


「ん？　ああ、大たい兎とか。クズは邪じや魔まだから消えろ」


「っていきなりそれかよ。いやそうじゃなくて、なんか悩なやんでるみたいだから声かけたんだけど」


「ふむ。おまえのようなミジンコ脳の雑ざ魚こでも、俺の苦く悩のうが伝わったか」


「おまえほんと殺すよ？」


「いま俺は、いつもの会長からの挨あい拶さつを考えているのだが」


「ああ、いつものあれか」


「そうだ。いつものあれだ」


「んで？」


「いや、だいぶひどいことを言って、なんとか俺が挨拶役から外されるようにとずっとがんばってきたのだが、またも今回、俺が挨拶することになってしまった」


「そりゃまあ、そうだろ。おまえ会長だし」


「それもこれも、うちの生徒会にまともな日本語を喋しやべれる脳みそを持った人材が一人もいないのが問題なのだが」


「おまえ細かいところでいちいち嫌いやなやつだよね」


「で、いま俺は悩んでいるのだ。もう二度と、俺が挨拶しないですむ方法を」


「ふむ」


「さすがの俺のボキャブラリーでも、愚ぐ民みんども、や、雑魚ども、下民ども、クズども、カスども、ミジンコども、馬ば鹿かども、アホども、下等生物ども、などと続けていては、新しい言葉を思いつかなくなるしな」


「いや、もう、十分なボキャブラリーだと思うけどね。俺なんか一生使わなそうな言葉ばっかりだし」


「だから、うまい具合に相手の心を鋭するどくえぐるような言葉がないか、と苦悩していてな」


「ほんと妙みようなこと悩むよね、おまえって」


「なにがいいと思う？」


「うーん、ってかさ、けなし言葉やめてみる、とかどうよ？」


「うん？　どういうことだ？」


「だからこう、生徒会の応おう援えんしてくれて、いつもありがとー、みんな大好きだよ、的なさ」


「あ？」


「いやそんなあからさまに嫌な顔されても困るんだけどさ……でも、けなしまくってたのに挨拶しろって仕事が回ってくるんだろ？　なら、逆やってみたらもう、月光には挨拶の仕事回ってこないかもよ」


「……ふむ。なるほど。それは一理あるな」


「だろ？　だから、笑え顔がおで、ありがとーって言ってみろよ」


「……笑顔？」


「そそ。笑顔」


「笑顔……笑顔か」


「そそ」


「まあ、そうだな。これで最後にする、という意味では、やる価値があるかもしれん」


「ってそんなに笑顔って大変かなぁ」


「おまえのような一つの事象に対して原始的な反射しかできない単たん細さい胞ぼう生物とは違ちがって、俺には複雑な事情があるんだ」


「やっぱおまえのボキャブラリーは十分だと思うぞ」


「とりあえず、笑顔か。で、その後どうすればいい？」


「ありがとう、って」


「ふむ。言ったことない言葉だな」


「まじかよ！」


「冗じよう談だんだ」


「冗談に聞こえねぇ～」


「まあ、わかった。笑顔で、ありがとう、か。よし、やってみよう」


「おおお、ほんとに？　なんか俺、すげぇレアなもん見れるんじゃね？」


「よし。すーはーすーはー。うむ。いける気がする」


「じゃ、やってみ」


「うむ」


　と、月光は顔に、ぎこちない笑みを浮うかべた。


　唇くちびるからのぞく歯がキラリと白い。


　そして彼は、言った。





「……みんな、ありがとう……」





　それを大兎は見て。


　その、月光のにこやか顔を見て、震ふるえる声こわ音ねで呟つぶやいた。


「こりゃ、明日あした雪だなぁ～……」
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　私は月げつ光こう君が好き。


　月光君のことを考えると、胸が痛くて、痛くて、夜寝ねることもできないほど。


　もちろんそんなときは月光君のロッカーから盗ぬすんできたタテ笛を胸にぎゅっとして我が慢まんするけれど、もう、これ以上そんな寂さびしい夜には耐たえられないよ。


　だから神様。


　どうか神様。


　私と月光君を両りよう想おもいにしてください。





　　　　　　　　　　　　　　　　さゆり





　なんてことが書かれたラブレターを、紅くれない月光は見つめる。


　するとその横から、


「ねねねゲッコー」


　なんて、少女が言ってくる。


　その少女のほうへと月光は顔を向ける。


　ふりふりのポニーテールに、強気に見えるのにたれ目な瞳ひとみ。


　童顔な上に身長が低いので小学生のようにも見えるが、彼女はこの、宮みや阪さか高校のセーラー服を着ている。


　その、女子高生のフリをしている雷かみなりの悪あく魔ま──安あん藤どう美み雷らいを見下ろして、


「なんだ？」


　と、月光は答える。


　すると美雷がラブレターを指差して、聞いてくる。


「タテ笛ってなに？」


「笛に決まってるだろう」


「でもこの手紙だと、吹ふかないで胸に抱だいてるよ？」


「こいつが変態なだけだ」


「この子ゲッコーのこと、好きなのかな？」


「知るか」


「でもでも、胸にぎゅってしてるって。両想いになりたいって書いてるよ？　それにみんながね、みんなが、ここにラブレター書いて貼はると願いが叶かなうって言ってたよ！」


「馬ば鹿かが。そんなことで願いが叶うわけないだろうが」


「んとんと、でもさ、あの、えと……ゲッコー、この子と両想いになっちゃうかな……？」


　と、美雷が不安げな声で言う。


　おまけに顔も心配そうな、困ったような表情になっていて。


　それに月光は首をかしげ、


「なぜそんな顔をする？」


　と聞く。


　すると美雷が、なぜかちょっとだけ顔を赤らめて、


「え、えと……」


　と言いかけるが、別に馬鹿悪魔の言い分など聞いても仕方ないので月光は顔を再びラブレターのほうへと──


「なんで無視かぁあああああああああ！」


「やかましい」


　と、横で叫さけぶ美雷の顔を押しのけて、ラブレターのほうへと目を戻もどす。


　ちなみにいま彼らがいるのは、深夜の校庭だった。


　校庭にある、大きなクスノキの前。


　そのクスノキには、無数のラブレターが鉄の釘くぎによって貼られていた。


　そしていま、この宮阪高校では、このクスノキにラブレターを貼るのが大ブームなのだ。


　想いの丈たけをラブレターに書き綴つづって鉄の釘で刺さすと、その願いが叶うのだという。


　もちろんそんなのは、常識的に考えればチェーンメールと変わらないようなデマだ。いまどき小学生でも引っ掛かかりそうのない、馬鹿げた都市伝説。


　だがいま、クスノキには無数のラブレターが貼られていて、


「まさかここが幼よう稚ち園えんになっていたとは、さすがの俺も気づかなかったな……」


　と、月光はうんざりしたような声で言う。


　それからタテ笛がどうのこうのといった気色の悪いことが書かれたラブレターを刺している、釘を引き抜ぬく。


　その釘を見る。


　なんの変へん哲てつもない、ただの鉄釘だ。


　だがこの釘が、


「……木の力を奪うばってるのか」


　と、月光は目を細めて、呟く。


　それからもう一度、クスノキを見上げる。


　一いつ般ぱんの生徒たちには知らされていないのだが、この木には、宮阪高校を他の魔術的組織の目から見えなくするための結界が張られているのだ。いや、この木だけで結界が張られているわけではなく、クスノキを中心にして、学校全体に結界は張り巡めぐらされているのだが。


　しかし、このクスノキが重要な役割を担になっていて、最近、結界の力が急に弱まり始めたから調査にきてみたら、


「……これだ」


　と、月光はあきれたように釘を投げ捨てる。


　だが釘はまだ、数百、数千本は刺さっている。それを途と方ほうに暮れたように月光は見上げる。


　その木は、樹じゆ齢れいがどれくらいなのかはわからないが、空を覆おおいつくすほどに大きかった。


　そしてその木全体に、無数のラブレターが貼りつけられている。


　内容はこうだ。





・サッカー部の斉さい藤とう君と両想いになれますように。


・月光生徒会長様を私にください。


・月光様の彼女になれますように。


・紅君の子供が産みたいです。


・俺の夢は月光会長の大事な部分を縄なわで縛しばってやめてぇもうラメェエエエと叫んでもら……





　と、そこまで読み掛けて、月光は腰こしの剣けんを引き抜いた。凶剣スペル・エラーと呼ばれる、すべての魔を祓はらう漆しつ黒こくの剣で、ラメェがどうこういうラブレターを切り裂さいて、


「気色が悪い」


　と、吐はき捨てるように言った。


　すると横から美雷が、


「え、え、なんでいきなり怒おこったの!?」


　などと、目を丸くする。それから月光が切り裂いたラブレターのほうを見ようとするので、月光は慌あわてて、


「見なくていい」


　と、言う。


　すると美雷は、


「え、え、そんなふうに言われると気になっちゃ……」


「見るなと言ってる！」


　月光は右手で美雷の両目を押さえる。


　その腕うでを美雷は両手でつかみ、


「みーたーいー」


　と、月光の腕を払はらいのけようとする。もちろん悪魔である美雷の力は強大なので、月光の腕を払いのけるのは簡単なはずだが、しかし、


「おい美雷、もし俺の腕を払ったら、夕飯抜きにするぞ？」


　と、月光は脅おどすように言う。


　すると美雷は動きを止めて、


「う？」


　などと、怯おびえたような声を出す。


　それに追い撃うちをかけるように、


「だいたい、おまえは主あるじである俺に盾たて突つきすぎだ。俺がダメだと言ったら、素す直なおに従え」


「うう……で、でも、あたしいっつも素直だもんねーっだ」


「はっ、どこがだ？」


「えとえと、ちゃんとお風ふ呂ろはいるとき体流してるしね、洗せん濯たく機きに服入れるときは、ポッケのティッシュは出してるしね！」
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　などと言いだして、月光は少しだけ目を見開く。


　風呂の件については、初めて風呂に入らせたときに風呂が泥どろだらけになっていて一度だけ怒ったのだった。洗濯機の件についても、ティッシュがもう、大変なことになっていたので注意したのだが、


「ほう。珍めずらしく言い付けを守ってたか」


　と、ちょっとだけ感心したような声が出てしまう。


　すると美雷の顔がぱっと輝かがやき、


「あたし偉えらい？　偉い？」


「普ふ通つうだ」


「えええええええええええ」


　なんて言いながら、美雷はこちらを見上げてくる。やはりその顔も嬉うれしげで、それに月光は顔をしかめる。それから美雷の目から手をどける。


　すると美雷は、


「あ！」


　と叫んで自分から目をぎゅっとつぶり、両手で目を押さえる。


　それに月光は聞く。


「なんのつもりだ？」


　すると美雷が答える。


「んとね、あたし偉い子だからね、ゲッコーが見ちゃいけないって言ったものを見ないんだよー！　だからゲッコーにおやつ買ってもらえ……」


「それはない」


「えと、んと、帰りのコンビニでね、チロルチョコ……」


「ない」


「でもでもチロルチョコ十円……」


「おまえの価値は十円以下だ」


「ゲッコーきら─────い！」


　と叫びながら、美雷が両手で叩たたいてこようとする。


　その美雷が近付いてこないよう、月光は美雷の顔面に足を押し付ける。


　悪あく魔まなのでやはり顔を蹴けったところでびくともしないが、美雷は、むむむむと叫びながら両手をぐるぐる回してこちらに近付こうとする。


　という二人のほうへ、突とつ然ぜん、


「いっやぁー、いつものことながら、お二人さんはラブラブですのぉ～」


　などと言いながら、クスノキの陰かげからひょいっと一人の少女が顔を出す。


　綺き麗れいに脱だつ色しよくされた金きん髪ぱつに、宮阪高校のセーラー服。校則違い反はんどころの騒さわぎじゃないほどに短くされたスカート。


　生徒会書記の、碧あお水み泉いずみだ。


　その泉がこちらをニヤニヤ笑いながら見つめて、


「夜の校庭で同どう棲せい中の二人が、イチャイチャ[image: ]　あーもう、あたしも彼氏が欲ほしいなーん」


　なんて言ってくるので、月光はそれに、美雷のほうへと目を戻もどす。すると相変わらず月光に顔を足あし蹴げにされながらも、頑がん張ばってこっちを叩こうとしていて。


　そしてそれはあきらかにイチャイチャしている光景には見えなかったので、月光は再び泉のほうへと目を向けると、聞いた。


「で、なぜおまえはここにいる？」


「ありゃ、イチャイチャの話はスルーですか月光にゃん」


「にゃん？」


「じゃあぴゃん？」


「死ね」


「あはは」


　なんて笑いながら、泉はクスノキの陰から出て来る。それからそのクスノキを見上げ、


「いやーしっかし、これすごいねー。月光ちゃんへのラブレターばっかり。さすがスーパーエリートカリスマ俺様生徒会長～」


　などと言う。


　するとそこで美雷が泉の存在に気づいて、


「あー、イズミだー！」


　と叫さけぶので、泉もにっこり笑って、


「あー、ミライちゃんだー、ってことでミライちゃん、あたしなんと、チロルチョコを持っております！」


　と、ポケットからチョコを取り出す。


　瞬しゆん間かん、美雷の瞳ひとみが大きく見開き、そちらを見上げて、


「ちょ、チョ……」


　そう言いかけたところで月光が言う。美雷を見下ろして、


「あいつにエサをもらうつもりか？　おまえは誰だれのペットだ？」


　瞬間、美雷の体がびくっと震ふるえて止まり、


「う？」


　と、こちらを見上げる。続いてなにかを思いだした、と言わんばかりの顔になり、


「あ、あたしペットくなぁあああああ」


「やかましい」


「ぎゃぶ」


　と、月光は美雷の口を押さえてから、


「俺の質問にさっさと答えろ。おまえは今日はもう帰ったはずだろう？　なのになぜ、ここにいる？」


　泉に問いかける。


　するとそれに、泉が急に、ちょっとだけ困ったような顔になって、


「あ、えと、その～」


　と口くち籠ごもる。


　それに月光は目を細め、聞く。


「なんだ？」


「いや、ちょっと言いにくいんだけどさ……」


「いいからさっさと言え」


　と急せかすと、泉はやはりちょっとだけ深刻な顔で、


「いっやー、あたしってば暇ひまでさー」


　と同時に、月光は地面の上の砂を蹴って、


「消えろ」


　と言った。


　その砂を避よけるように、


「きゃー」


　と、泉は逃にげる。


　楽しそうに笑う。


「へいパス！　もう開いてるよ！」


　とチロルチョコを投げる。


　それに美雷が反応して、


「わ、わわわ!?」


　とジャンプして口でキャッチする。


「おいし────☆」


　なんて叫んで着地してから、またなにかに気づいた！　と言わんばかりに体をびくっと震わせる。両手で口を押さえながらこちらを見上げ、


「た、食べてません」


　と、ちょっと泣きそうな顔で言ってきて、それに月光は、


「…………」


　その、一連の、まったくもってなんの意味もないやりとりに、


「……………………はぁ」


　ため息だけついた。


　すると美雷が慌あわてて、


「あ、あ、ゲッコー、もしかして怒おこってる？　怒ってる？　チロルチョコあたしだけが食べたから……」


「怒ってるのはそこじゃな……」


　と怒ど鳴なりかけて、しかしこいつらに真ま面じ目めに付き合うのは疲つかれるので、やめた。なによりこの碧水泉という女は、なんの魔力も、力も持っていない人間のくせに、頭の良さだけでこの、不死者やら《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》やら悪魔やらしかいない宮阪高校生徒会の一員になったのだ。その泉とまともに会話の相手をしようとすると、たいていは面めん倒どうな結果になる。


　だからそんな馬ば鹿か女二人を完全に無視して、月光は剣けんをベルトに吊つるした鞘さやに収める。


　再びクスノキを見上げる。


　クスノキの力は弱っ……


「月光ぽんもチロルチョコ食べる？」


　このままこの状じよう況きようを放置していては……


「あ、このラブレター見てよー。月光ちんの子供産みたいってー。すっごいねー。最近の高校生は大だい胆たんだねーって私も高校生なんだけどさー」


　だが今朝、《軍》の者たちにラブレターを全部回収させたはずが……


「私チロルチョコはキナコモチ味が好きなんだよねー」


　夜には再びこのザマ……


「あ、あ、あたしもキナコモチ好きー！　ゲッコーはね、醬しよう油ゆミルクが好きなんだよねー！」


　だから生徒たちの間に広がっているこのデマ自体を消さないと……


「ほうほう、月光ちん、意外と通つうですな」


　消さないと……


「イズミ醬油ミルクある!?」


「あるよーん。ほい月光ぴょん、醬油ミルク」


「………………」


　と、もう、馬鹿二人に挟はさまれてうるさいことこの上ない状況に月光はうんざりし、それから目の前に差し出された醬油ミルクのチロルチョコを見る。それを取る。相変わらず醬油ミルク味はうまいので。


「チロルチョコはこれ一択たくだろう」


　と言うと、泉と美雷が顔を見あわせ、同時に、


『えー』


　と楽しげに言う。


　どうやら脳みそスカスカな愚ぐ民みんどもには、醬油ミルクの高こう尚しような味は理解できないらしい。


　なので醬油ミルクを口の中で転がしながら言う。


「とりあえずおまえら、このラブレターを貼はっている釘くぎを全部抜ぬけ」


　すると泉がこちらを見て、


「なんで？」


　続いて美雷もこちらを見上げ、


「なんで？」


　と、聞いてくる。


　それに月光は言う。




[image: ]


「釘一本につき、十円小こ遣づかいをやる」


　その、刹せつ那な、


「あたしいっぱい抜くねー！」


　と美雷が凄すごい速さでクスノキに飛び付き、釘を抜き始める。


　しかし泉はやはりこちらを見つめたまま、


「で、なんで？　ラブレター貼ってあるのって、まずいの？」


　それに月光は泉のほうを向いて、答える。


「釘がな。クスノキを中心にこの学校には結界が……」


「あ、それ知ってる。じゃあこんな釘で結界に影えい響きよう出ちゃってるの？」


「そうだ」


「へー。ってか、こんな簡単なことで結界が解けちゃうんじゃ、結界の意味なくない？」


「この結界は内側からの接せつ触しよくに弱いタイプだからな」


「ほうほう。じゃあ内側からだと簡単に壊こわれちゃう？」


「ああ」


「でもじゃあ、釘抜くだけじゃだめだよね。このラブレター貼ってるの、宮阪の生徒たちだから、みんなにクスノキにラブレター貼らないように言わないと」


「そうだな。明日あしたの朝礼のときに、禁止の旨むねを放送する」


「それでみんながやめると思う？」


　それに月光は泉のほうを見て、


「さてな。ここは俺が知らぬ間に幼よう稚ち園えんになっていたようだし……」


　それからクスノキへと目を向ける。あきらかにガキにしか見えない雷かみなりの悪あく魔まがおりゃおりゃ言いながら釘を抜きまくっている。


　そして美雷がこちらの視線に気づき、


「あのねーゲッコー、いまね、４２００円分だよー！」


「む、意外と高いな……踏ふみ倒たおそう」


　すると泉が、


「あ、ひっどーい」


　と言う。


　それに月光は、


「だから？」


　と言って、にやりと笑う。


　そのまま彼は踵きびすを返し、校庭を歩きだす。そして生徒会室へと戻もどろうとして、しかし途と中ちゆうで足を止めて振ふり返ると、


「おい泉」


「んー？」


「醬油ミルクはまだあるか？」


「ないよー」


「ちっ、使えん雑ざ魚こが」


　そう言い捨てて、彼は生徒会室へと戻ろうとした──


　瞬しゆん間かん！


　ヒュゴ！　という風を切り裂さくような音とともに、空からなにかが飛んでくるのが見えた。


　そのなにかは、一直線に月光の顔面へと向かってきていて、


「くっ」


　とっさに月光は上半身を反らして、よける。しかし避けきれない。そのなにかは月光の頰ほおをかすめる。するとかすかに皮ひ膚ふが裂けるような感かん触しよくがあって。


「くそが、結界が緩ゆるんだせいで、どこぞの魔術組織が攻こう撃げきしてきたか!?」


　と、月光は体勢を立て直す。それからいまの攻撃がどこからきたのかを、確かく認にんする。するとすでに第二弾だんの攻撃がやってきていて。


　月光は腰こしの剣を引き抜く。こちらに襲おそい掛かかってこようとしているなにかを、剣で叩たたき落とす。


　するとそれは、釘と、紙で。そしてその紙にはこんなことが書かれていた。





　大たい兎と大好きぃいいいい[image: ]


　大兎と一いつ緒しよにいっぱいラブラブしたいなー[image: ]


　大兎以外の人間みんないなくなっちゃえばいいのになー[image: ]


　もう、大兎のタテ笛抱だきしめてるだけじゃ足りないよ───。大兎のＴシャツが欲ほしいなぁ～、大兎の匂においがするやつが欲しいなぁ。今度大兎に、ちょうだいって頼たのんでみようかなぁでも恥はずかしいなぁああああ。


　ああ神様。


　どうか神様。


　大兎のＴシャツください。





　　　　　　　　　　　　　サイトヒメア





「ちっ、犯人はあの馬ば鹿か魔女か!?」


　と、月光は怒ど鳴なった。


　ちなみにその、サイトヒメアというのは、月光率いる生徒会室で飼っている、鉄くろがね大兎のことしか考えることのできないイロボケ魔女なのだが。


　その魔女がさらに、攻撃を放ってくる。


　大兎が好きだのなんだのと戯たわ言ごとが書かれたラブレターを釘とともに屋上からクスノキのほうへと放ってきて。


　しかしそれを月光は、


「させん！」


　と、剣けんで落とす。


　剣で落とす。


　剣で落とす。


　すると学校の屋上のあたりが、急に暗くなる。いや、屋上のあたりの光が、空を埋うめつくさんばかりの数の釘と、ラブレターで溢あふれ返って。


　それを月光は顔をしかめて、


「馬鹿が、あんな数の釘がきたら、クスノキが倒れ……くそ、美雷！」


　と、叫さけぶ。


　するとクスノキで必死に小遣い稼かせぎをしていた美雷が、


「ほえー？」


　と返事をするので、月光は言う。


「こっちにこい」


「え、でもいまね、８２６本ね……」


「いいから俺のそばにこい！」


　と怒鳴ると、


「……う、うん！」


　と返事がある。目の前では数千本のラブレターと釘が、いまにもこちらへ放たれようとしていて、もう一度早くこいと美雷に向かって怒鳴ろうとしたら、


「きたよ！」


　と横で声がする。そちらを見下ろす。するとそこにはふりふりのポニーテールがあり、それを月光はつかむ。


「うわ!?」


　そのまま美雷の頭を引き寄せ、彼は唇くちびるを美雷の頰へと近付ける。


「わわわわわわ、ゲッコー、ちょっと待ってちょっと待って、イズミ！　イズミが見て……！」


「うるさい」


　そのまま唇を美雷の頰に当てる。


　瞬間、美雷にかけていた、悪魔の力を抑よく制せいするための呪のろいが解ける。


　美雷の髪かみをまとめていたゴムが弾はじけ飛び、髪がまるで稲いな妻ずまを帯電しているかのように金色に変わる。さらに瞳ひとみまで金色に変わって、


「呪い解けったぁああああああ！」


　と、両手を上げて叫ぶ。その、両手を上げたポーズのままこちらを見上げて、


「でも、なんで解いたの？」


　そう聞いてくる美雷に、月光は答える。


「敵だ。殲せん滅めつしろ」


「ほえ？」


　それに空を指差す。そのときにはもう、数千のラブレターと釘くぎがこちらへと放たれていて。


「わわわわわ、なにあれ!?」


「だから敵だと言っている。稲妻準備」


「ほーい」


　そう言って美雷は拳こぶしを握にぎる。するとその拳に稲妻が集まり、


「放て！」


　と月光が命じると、


「ビリビリいっけぇえええええ！」


　美雷が叫ぶ。拳を突つきだす。するとそこに集まった稲妻が、拡散するように空へと放たれて、ラブレターを焼く。


　数千のラブレターを焼く。


　その火が空を照らして、まるで昼になってしまったかのように輝かがやくが、すぐにすべてのラブレターを焼き尽つくして、再び夜が戻る。


　するとその夜空に、ラブレターを放ってきた魔女が、現れる。


　暗い空の中央。


　月の光に照らされるようにして、一人の少女が浮うかんでいる。


　七色にきらめく薄うす桃もも色いろの長い髪に、真しん紅くの瞳。とても人間には見えないほどに整った容姿。申しわけ程度に纏まとっている宮阪高校のセーラー服。


　世界中の魔術的組織に、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれて怖おそれられている、化け物だ。


　その化け物をにらみ上げ、月光は言った。


「いったいどういうつもりだ、サイトヒメア」


　するとそれに、ヒメアがこちらを見下ろす。まるでムシケラでも見るような冷たい瞳で、


「あんたこそいったいなんなの？　下等な人間の分際で、私のやることを邪じや魔まするだなんてどういうつもり？」


　そう言いながら、彼女は降りてくる。魔法で風を操あやつっているのか、彼女の落下スピードは、遅おそい。ゆっくりと地上へと降りてきて、音も立てずに校庭に着地する。


　彼女は地面に落ちた、焼け焦こげたラブレターを見下ろし、こちらを見み据すえ、


「……で？　これはいったいどういうことかしら？　返答次し第だいじゃ殺すけど」


　などと言ってくる。


　それに月光は笑って、


「殺す？　誰だれが？」


「私があなたをよ」


「寝ね言ごとは寝て言え」


「あははは、その寝言も言えなくしてあげる」


　そう言ってヒメアが細い手を上げる。その手の周囲に、見たこともない魔ま方ほう陣じんがいくつも展開され始めようとした、ところで。


「あ、ヒメちゃーん！　おこんばんわー」


　と、月光の後ろで泉が声を上げた。


　それをヒメアは最初、無視しようとしたが、


「おこんばんわー！」


　と泉がもう一度言って、ヒメアが反応する。


「……おこん、なに？」


「おこんばんわー」


「なにそれ？」


「挨あい拶さつだよん」


「挨拶……ああ、こんばんわの派生？」


「そそそ」


「ふぅん」


「おこんばんわー！」


「あ、えと」


「おこんばんわ───！」


「……んと、うん。おこんばんは」


　などと、ヒメアはぎこちなく言う。それから再び月光のほうへと目を戻もどして、


「じゃああなたを殺……」


　しかしそこで、今度は月光の横にいた美雷が、


「ねねねねヒメちゃんヒメちゃん！　ヒメちゃんはチロルチョコ好きー!?」


「…………チロル？」


「チロルチョコ！」


「なにそれ？」


「チョコだよ！」


「チョコは知ってるけど、チロルってなに？」


「美お味いしいってことだよ！」


「ふぅん」


　するとそれに泉が、


「いやいや、違ちがうと思うよ。確かチロルって、どっかの地名だったような」


「え──、でも美味しいじゃーん」


「あはは、んじゃ、そういうことにしよかー」


「うん！」


　と美雷は大きくうなずき、それからヒメアのほうに、


「美味しいんだよ！」


　と、言う。


　それにヒメアは少しだけ困こん惑わくしたような顔で、


「……そうなんだ」


「うん！」


「……ええと、じゃあ、わかった」


　とヒメアは美雷にうなずいて見せてから、再び月光のほうへと目を向ける。真紅の瞳を細め、


「さあ、そろそろあなたが地面を這はいつくばるに過ぎないムシケラだと……」


　が、そのやはりまったく意味のない一連の会話に月光は、


「馬鹿らしい」


　と、剣けんを腰こしに収める。


　それにヒメアがこちらをにらんで、


「負けを認め……」


「うるさい馬鹿魔女」


「なっ」


「言っておくが、あのクスノキにラブレターを貼はったら願いが叶かなう、なんてのは、いまどきガキも信じないデマだぞ？」


　と、月光は言う。


　するとその瞬しゆん間かん、ヒメアの目が大きく見開き、それから、


「……し、知ってるし」


　と言った。


　そのヒメアの顔を鬱うつ陶とうしげに月光は見つめ、そしてため息をつく。


　するとヒメアがさらに殺気を膨ふくらませて、


「やっぱりおまえは殺……」


　と言いかけたのを完全無視で、月光は美雷に命じる。


「釘くぎ抜ぬき再開だ。美雷、やってこい」


「お小こ遣づかいは!?」


「一本一円だ」


「やったぁああああああああああああって、あれ、なんか減っ……」


「早くいかないと小遣いなしにするぞ」


「あ、あ、いってくる！」


　と、悪魔の力を取り戻した美雷が、さっきまでの数倍の速さでクスノキへと戻っていく。


　それを確かく認にんしてから再びサイトヒメアのほうへと目を向けて、


「おまえにも仕事をやろう。あのクスノキに人間が近付きたくなくなるような魔法を作れ」


　するとそれに当然、ヒメアは馬鹿じゃないのと言わんばかりの顔でこちらを見あげ、


「なんで私があんたの命令に従わなきゃ……」


　が、それも遮さえぎって月光は携けい帯たいを取り出す。アドレスからサイトヒメアの想い人である、鉄大兎の名前を出して、かける。


　数回呼びだし音が鳴り、鉄が出たので、月光は言った。


「俺だ」


『俺だじゃねぇよ！　いま何時だと思っ……』


「うるさい。サイトヒメアのピンチだ」


『え!?』


「救いたければ、脱ぬぎたてのＴシャツと、醬しよう油ゆミルク味のチロルチョコを買ってこい」


『はぁあああ!?　ちょ、おまえなに言っ……』


「まずい、サイトヒメアが見知らぬ男に!?」


『え、え、ちょ……』


　プチ。


　と、月光は携帯を切った。それからヒメアのほうへと目を向け、


「大兎のＴシャツが欲ほしければ、言うことを聞け」


　と言うと、それにサイトヒメアは、やはりあんたの命令なんて聞くわけないじゃないのと言わんばかりの顔──


「……う、うん[image: ]」


　ではなく、大兎のＴシャツのことで頭がいっぱいな、完全なイロボケな顔でそううなずいた。


　それに月光は小さくため息をつき、


「まったく、馬鹿ばかりだなここは……しかしこれで落着か」


　と、再び生徒会室へと歩きだそうとしたところで、声をかけられた。


「ねねね、月光ぽん、忘れもの」


「んぁ？」


　と振ふり返ると、なぜか泉が、どういうわけか真っ赤な顔をして立っている。


　その彼女の手には一枚の紙がぎゅっと強く握にぎりしめられていて、


「……あ、あの、クスノキの噂うわささ、私もちょっとだけ信じちゃってて、だから今日、夜中にこっそりその、ラブレター貼ろうと思ってたんだけどさ……」


　それに月光はあきれたように言った。


「ああ、それでおまえは学校にきてたのか」


「う、うん。そ、それでさ、その、クスノキの噂が全部噓うそだったっていうから」


「噓に決まってるだろうが」


「そうなんだけどさ……でも、好きな人に告白する勇気なんて、ないから」


「ふむ。で？」


　するとそれに、泉は顔を益ます々ます真っ赤にして、言った。


「あ、あの、でも、せっかくラブレター書いたしさ、どうせならちょっとだけ、勇気出してみようかなって……直接私、好きな人に想おもいを伝えようかなって、思って……」


　なんて、言う。


　そして泉はその、手に持った紙をこちらに押し付けてきて、


「……あ、あの、迷めい惑わくじゃなかったら、これ」


　なんて言われてしまって、月光は少しだけ、困惑する。


　だがそれを表情には出さない。


　ただ、押し付けられた紙を受けとり、それを開く。


　するとそこにはこんなことが書かれていて。





・俺の夢は月光会長の大事な部分を縄なわで縛しばってやめてぇもうラメェエエエと叫さけんでもら……





「いいからおまえは死ね！」


「きゃー[image: ]」


　と、泉は爆ばく笑しようしながら逃にげる。


　その後ろ姿を月光は呆あきれ顔で見つめ、さらにその向こうで必死に釘を抜いている馬鹿悪魔と、Ｔシャツのために結界を作ろうとしている馬鹿魔女へと目を向けて。


「……疲つかれた。チョコの到とう着ちやくはまだか？」


　と、月光は小さく呟つぶやいた。




ケース１：終了





[image: ]
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　今回の電話相談員──鉄くろがね大たい兎と。





「え？　え？　なにこれなにこれなんの企き画かく？　なんで突とつ然ぜんそんな話に……」


「……あ、お悩み相談室ですか？」


「うおおおほんと相談の電話かかってきた～！　それも女の子！　俺、女の子の悩みになんか答えられねぇぞ？　ちょ、月げつ光こう、おまえがいきなりやるって言いだしたんだから、おまえが電話に……」


「あの……」


「おおい、てめ、なんで俺残して部屋から出てこうとして……」


「あの、相談、いいでしょうか？」


「うわうわまじかよ！　あいつまじで出ていきやがった！」


「……あの、電話、かけ直しましょうか？」


「へ？　あ～、いや、大だい丈じよう夫ぶ。ごめん、ちょっと取り込んでて。ええと、相談？」


「はい」


「聞きます」


「聞いてくれますか？」


「俺でいいなら」


「あなたでいいです。なんか優やさしそうな声してるし」


「そうかな？」


「はい。あと、ちょうど男の人の意見が聞きたかったんです」


「ふむふむ。で、どんな悩み？」


「恋れん愛あい関係です」


「うわ～、俺、あんまそういうの得意じゃないけど、いいかな？　経験とかも豊富じゃないし」


「大丈夫だと思います。私が好きな人も、そんなに経験豊富じゃないと思うから」


「そか」


「はい」


「じゃあその、相談とやらをしてみてよ」


「はい……ええと、どこから話そうかな。とにかく私、その男の子とは小六くらいから家が隣となり同どう士しの、幼おさな馴な染じみなんです」


「うん」


「で、ずっと仲良くやってきてて」


「うん」


「それでいつの間にか、その男の子のことが私、好きになってたんです。あ、その男の子のこと、仮にＴ君って呼びますね」


「Ｔ君ね。はい」


「で、いつかはＴ君のお嫁よめさんになれたらいいな～とか、子供心に思ってて」


「うん」


「で、今年からは同じこの宮みや阪さか高校の同じ教室になっちゃったから、二人の距きよ離りもその、なんというか……もうちょっと縮まるかな、とか、そんなふうに期待してたんですが」


「うん」


「それがある日、ハーフの美少女がクラスに転校してきて」


「……え？」


「で、その子もＴ君のことが好きらしくて」


「ええと」


「なんでも二人は、私がＴ君と出会う前から知りあいらしいんですが……」


「ってちょっと待ってちょっと待って。なんか、なんかこの話、俺、すげぇ心当たりがある気がするんだけど」


「そうなんですか？」


「いやそうなんですかってあの……ええと、ちょ、聞いていい？」


「はい」


「あの、君の名前は？」


「匿とく名めいでお願いします」


「だよね～。ああ～……うん。わかった。相談、続けて」


「はい。それでその、Ｔ君もどんな気持ちなのか、いまいち煮にえ切らなくて」


「う、うん」


「だから私、毎日辛つらくて」


「そ、そうなんだ」


「だからこの際」


「うん」


「Ｔ君に気持ちを聞いても、大丈夫でしょうか？　っていう、質問なんですが。私と、彼女、どっちが好きなのかって」


「ううううん」


「でもそんな質問してくる女の子のこと、普ふ通つうの男の子は、嫌きらいかなって、心配になっちゃって」


「い、いや、そんなことはないと思うけど」


「ほんとですか？」


「う、うん」


「じゃあもういまからケータイに電話して、聞いてみます」


「え？　いまから？　すぐに？」


「はい。ちょっとこのまま待っててください」


「ちょ、ちょちょちょ、待って。まだ俺の心の準備が……」


「あ、たかし？　私だけど。うん。実は聞きたいことがあるの。あのジェシカとかいうのと私、ほんとのところどっちが……」


「…………いやジェシカって誰だれだよ！　ってか、うあああ、いま、いま心臓、止まるかと思った……そ、そうだよね。俺の話じゃないよね。遥はるか、こんなこときっと人に相談したりしないしね……それにしてもなんか、びびった……」


「……噓うそ、噓でしょたかし、なに言ってるの？　あんな金きん髪ぱつと爆ばく乳にゆうだけが取り柄えのジェシカを選ぶなんて、許せない。絶対に許せない！」


「おっとやばい、フラれ……」


「殺してやるから。絶対に殺してやるから」


「おいおいおいおい、ちょっと物ぶつ騒そうだな」


「フラれるの怖こわかったから相談したのに、役に立たないアドバイスしやがって、絶対にあんたを殺してやるからね！」


「って殺すのたかしじゃなくて俺かよ！」


「いまに見てろ！」


「いやちょ……」


「ガチャン！」


「あの……うんと、だ～から俺には相談員なんて無理だって言ったのにさぁ」
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　電話相談員──沙さ糸いとヒメアの場合





「はい、ええと、なんて言えばいいんだっけ……あ、この紙読めばいいのか。んと、こちら生徒会電話相談室です」


「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」


「相談ですか？」


「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ」


「あれぇ、全然言葉が聞きとれないや。それ、何語だろう？　この電話とかいうのを通してだと、魔ま法ほうの翻ほん訳やく精度が落ちるのかな。ちょっと待ってね。魔法の術式変えてみ……」


「……君、ヒメアたんだろう」


「あ、急に聞きとれるようになった。なんだろこれ」


「なぁ、ヒメアたんだろうって、聞いてるんだよ」


「うん。そうだけど。そういうあなたは？」


「さてさて誰だろうねぇ」


「知らないわよ」


「知りたいかい？」


「ううん。全然興味ない」


「ふひひ、そのクールなところがまた、かわいいなぁ。もう君の声を聞いてるだけで俺、俺……」


「いいから早く相談してよ。相談に一件答えるごとに月光からお小こ遣づかいもらえるんだから、手早く終わらしたいの。お小遣いもらって、大たい兎とにまたジュース買ってあげるんだ～[image: ]」


「他の男の名前を言うんじゃねぇよ！　ぶっ殺すぞてめぇ！」


「…………え？　いま。いまなんて言ったの？」


「ふひ、ふひひ、びびってるびびってる」


「……人間の分際であなた、私をどうするって？」


「だからあんま調子乗ってっと、後ろから襲おそって殺しちまうぞって言ってんだよ。そうされたくなかったら、おとなしく俺の言うことを聞け」


「……へぇ～。あなたが私を殺す、ねぇ」


「とりあえずいまはいてるパンツの色教えろよ。そのあと、そのかわいらしいパンツを隠かくしてる、スカートを脱ぬげ」


「あはは。おもしろい冗じよう談だんだなぁそれ。私の下着が見たいの？」


「そうだよ」


「じゃあ見せてあげてもいいけど、死人の目に、私の下着が映るかしら」


「え？」


「ちょっと後ろを振ふり返ってみて。もうあなたの後ろに、私が放った使い魔があなたを殺……」


「あれヒメア、今日はヒメアが電話番？」


「あ、大兎！　うん。私が今日は相談員なんだよ～。でもかかってくる電話、みんな変な人ばっかりで困っちゃった」


「変な人？」


「うん。はぁはぁ言ってたり、いまもパンツ何色か聞いてきたり」


「うわそれ、いたずら電話じゃねぇか。で、ヒメア大だい丈じよう夫ぶなの？」


「ええと……怖かった～[image: ]」


「だよな～。よし。ちょっと受話器貸してみ。俺がずばっと言ってやるから」


「うん！」


「って抱だき着かなくていいから」


「怖かったんだも～ん[image: ]」


「ええと、ああ～、まあいいか。とにかくちょっと受話器貸して」


「はい」


「ええと、ちょっとあんた、女の子脅おどしていったいなにがそんな楽し……」


「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


「ちょ、俺の話聞……」


「ぐぎゃああああああああああああああああああああああ化物に殺されるぅうううううううううああああああああああああ」


「…………ヒメア」


「ん～？」


「……もしかして魔法で、なんかした？」


「してなーい」


「うそつけ。ってか、もしかして殺したりは……」


「それは大丈夫。ただの幻げん術じゆつだから」


「やっぱしてんじゃねぇか！」


「あは[image: ]」


「いや、あはじゃなくてね」


「誰か助けてぇえええええええええええええええええええええ、ぞ、ゾンビの、それも男のパンツは見たくなぁあああああああああああああああああああ、ぐぎゃ……」
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　セーラー服を着た美少女が、


「む───────むむむむ」


　などとうめいている。


　場所は深夜のコンビニ。


　お菓か子し売り場。


　手に２００円をぎゅっと握にぎり締しめて、


「む───────むむむむ～」


　と、サイトヒメアは、ひどく真しん剣けんな面おも持もちで悩なやんでいた。


　七色に輝かがやく薄うす桃もも色いろの髪かみに、真しん紅くの瞳ひとみ。毛穴一つない陶とう器きのように白い肌はだに、華きや奢しやな体。


　もう、信じられないほどの美少女だった。


　とても人間には見えない、絶世の美女。


　というか、彼女は実際に人間じゃなかった。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》という名前の、世界中の魔術的組織が怖おそれる魔女なのだが、しかし、その魔女が、


「うー、大たい兎と、ポテチとチョコ、どっち買っていったら喜ぶかなー」


　などと呟つぶやく。


　それから頭の中で、ポテチを買っていったときの想像をする。
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　彼女が、


『大兎大兎～、実は私、お小こ遣づかいでポテチ買ってきたんだー！』


　と言う。


　すると大兎が驚おどろいた顔になり、それから、


『わわ、ヒメア、俺がポテチ好きってよく知ってたなぁ』


『えへへ、だって私、大兎のことばっかり見てるもーん。喜んでくれた？　くれた？』


『もちろんだよ！　じゃ、一いつ緒しよに食べよっか』


『うん[image: ]』


『ところでヒメア』


『う？』


『好きだよ』


「なんて言われちゃったりしてぇええええええええええ[image: ]　きゃあああああああ[image: ]」


　と、彼女は独り、深夜のコンビニで叫さけぶ。妄もう想そうの中の大兎のあまりのかっこよさに、彼女は顔を真っ赤にしながら、ドキドキするセーラー服の胸の部分を押さえる。


　そしてそんなヒメアを、少しだけ怯おびえた目で見ている男が一人。


「…………」


　コンビニの、店員だ。


　その店員がゆっくりとヒメアに近付いてきて、


「……あ、あのぉ、もうそこで夜の一時くらいから三時間もうーうー言ってるけど……君、大丈夫？」


　などと声をかけてくる。


　それにヒメアは振ふり返る。


　すると男の店員が心配そうな顔でこちらを見ている。そして振り返ったヒメアの顔を見て、


「うわ、びっくりした……すごい美人」


「…………」


「って、あ～、そうじゃなかった。ええと、なんだ。君、その制服と腕わん章しようからすると、宮みや阪さか高校の生徒会委員だよね？　こんな夜中に学生がコンビニにいていいのかい？」


「…………」


「それに、あれだよ。ずっとうんうんうなってるけど、なんか問題があるなら僕が話を聞……」


　が、それを遮さえぎって、ヒメアは言った。さっきの、なんて言われちゃったりしてぇええ[image: ]　と叫んだときとはまるで違ちがう、冷たい声こわ音ねで、一言。


「黙だまれ人間」


「……へ？　あ、いや……」


「下等な人間が、私に話しかけないで」


「……え、え、あれ、なんだこれ。僕の聞き違いかな。なんか変な言葉が聞こえたような……」


「声を出すなと言ってるの」


「あの、その」


「死にたくなかったら、消えて。それともいま、すぐに殺そうか？」


　という、ヒメアの言葉に店員は、


「………………あ、ああ～、なるほど。聞き違いじゃないのね。なるほどなるほど。君、そっち系か～、あ～、じゃあ、はい、すみません」


　と、やっと状じよう況きようを理解したのか、声をかけるのをあきらめて、下がっていく。そしてそのまま首をかしげながら、


「……深夜にバイトすると、ああいうのよくくるんだよなぁ……でも、せっかく美人なのになぁ……もったいないなぁ」


　なんて声が聞こえてくるが、ヒメアは気にしない。というよりも、大兎以外の人間にはまるで興味ないのだ。だから魔法を使って、外界の音をシャットアウトすることにする。


　なにせいま、下等な人間どもがたてる雑音を聞いている暇ひまは彼女にはないのだ。


　なので指をくるんっと回す。すると指先から光が生まれ、続いて魔法が発動する。彼女の耳の周りの空気が振しん動どうをやめ、音が聞こえなくなる。


　無音だ。


　まったくの無音。


　その無音の中で再び、彼女はいま、世界で一番重要な問題について思考を巡めぐらせ始める。


　もう、世界どころか宇宙でも最も重要かもしれない──ポテチとチョコ、どっち買ったら大兎喜ぶかなぁ問題について彼女は、


「ふむむむむむ」


　と声をあげながら、真剣に悩む。


　かれこれもう三時間、この問題について彼女はここで悩んでいるのだが、いまだに結論がでない。


　チョコにするか。


　ポテチにするか。


　ちなみに彼女の全財産は、いま手に握っている２００円だけだった。


　宮阪高校の俺様生徒会長、紅くれない月げつ光こうに頼たのまれて魔法を使ってやることによってもらえるお小遣いを一生懸けん命めい貯ためて、やっと今日、お菓子を買えるだけのお金が貯まったのだ。


　だから大兎にお菓子をプレゼントしようと思ったのだが。


　思ったのだが……


「……ポテチのビッグバッグって、２８８円もするんだ……」


　と、彼女は一番大きいポテチの袋ふくろに手を伸のばして、言う。それから手に握っていた２００円を見下ろし、


「……これじゃ、買えない」


　と、困ったような、寂さびしそうな顔で呟く。


　もちろん隣となりにある普ふ通つうサイズのポテチを買うことはできるが、


「これじゃ、少ないかなぁ……大兎、ポテチ好きって言ってたし、いっぱい食べてほしいもんなぁ。ならやっぱ、チョコにしたほがいいかなぁ」


　と、ポテチの横に並んでいる箱入りのお菓子へと目を向ける。


　するとヒメアはその中に、大兎が好きだと言っていたチョコ菓が子しを見つけてしまう。


「あ！　たけのこの川だ！　これ、前に大兎好きって言ってた気が……言ってた気がす……」


　が、そこで彼女は言葉を止める。


　なぜならその、『たけのこの川』の値段が、２０８円で。


「……あうあ」


　彼女は再び、手に握っていたお金を見る。





　彼女の全財産は２００円。


『たけのこの川』は２０８円。





「……か、買えない……」


　と、彼女は泣きそうな声で言う。


「え、じゃあどうしようかなぁ。この、１０５円のチョコでいいのかなぁ。でもでも、プレゼントだよーって渡わたしたのが、１０５円のチョコだったらガッカリされないかなぁ。大兎にはいっぱい喜んで欲しいしなぁ～。悩むなぁ～。むむむ」


　と、彼女は、１００円チョコを手に取り、置き、手に取り、置き、お金が足りなくて買えない『たけのこの川』を取り、うーとうめいて棚たなに戻もどし、腕うで組ぐみをする。


「ふむむ」


　と、真しん剣けんに悩なやむ。


　それからふと、店員がいるほうへと真しん紅くの瞳ひとみを向ける。店員の手もとにある、レジとかいう箱を見る。そしてあの箱の中にはお金がたくさん入っているのを、彼女はすでに知っているのだ。だから、あの店員を魔法で殺して、レジの中のお金を奪うばうことは簡単なのだが、しかしそれをすると大兎が怒おこるので、


「……それも、できないしなぁ。お金くれるの、月光の馬ば鹿かだけだし……人間の世界で生きるのは難しいなぁ。む──む──」


　なんて再び腕組みしてヒメアは悩む。


　それを怪け訝げんな表情で店員が見ている。


　そしてそんなことをやってるうちに、夜が明け始めた。





　　　　◆





　場所は変わって。


　セーラー服を着て人間のフリをしている悪あく魔ま・安あん藤どう美み雷らいのもとに、こんな手紙が届いた。





　おめでとうございます！


　まず、この幸運なニュースをあなたにお知らせできる幸せを、お礼させてください。


　そしてこれから私がお話しすることで倒たおれたりしないよう、深呼吸してください。


　ではいきます。あなたにこれを伝えます。


　なんと今回、あなたに２２４３２００＄がアタリましたっ！


　あなたは今日、この瞬しゆん間かんに、億万長者の仲間入りをしたのです！


　あなたの背中には、お金という自由への翼つばさが生えたのです！


　つきましては、あなたの銀行口座への手続書類を作成するため、添てん付ぷの書類に記入して、申し込み代金５０００円とともに、至急返送してください！


　５０００円の申し込み代金の確かく認にんができ次し第だい、あなたの口座に、２２４３２００＄が振り込まれます！　そしてその瞬間、あなたは億万長者になるのです！


　本当におめでとうございます！





　　オーストラリア宝くじ運営委員会





　なんてことが書かれた手紙を広げ、


「ふおおおおおおおおおおおおっ!?」


　と、美雷は声を上げた。


　ふりふりのポニーテールに、宮阪高校のセーラー服。強気そうなのにたれ目な瞳に、小学生にしか見えない小こ柄がらな体。


　場所は彼女が同どう棲せいしている、月光の家のリビング。


　そのリビングで手紙を掲かかげ、


「おおお～！　なんか、なんかよくわかんないけど、当たったって書いてあるっ！」


　なんて、美雷は叫さけぶ。


　それから二階の自室で寝ねてるはずの月光に、


「ねねねねゲッコー！　なんか当たってるよー！」


　と声をかけてみるが、返事はない。


　ちなみにいまは朝の八時。もう起きて学校へいかなければいけない時間なのだが、ゲッコーは起きてこない。


　それに美雷は天てん井じようを見上げながら、


「むーっ」


　という顔をする。


「今日はゲッコー、ガッコー休むのかなー。あたしが寝ぼうすると怒るくせに、ゲッコー起こすと怒るから卑ひ怯きようだよねー！」


　なんて言いながら、頰ほおを膨ふくらませて彼女はキッチンへいく。冷蔵庫からドクターペッパーを取り出す。


「お腹なか減ったからドクターペッパー飲も～っと。ゲッコー寝ぼうしてるから、あたしも朝からジュース飲んじゃうもんねー。えへへ」


　と言う。


　ドクターペッパーを開け、飲む。


　美お味いしい。


「ふぁ～、おいっし～☆」


　と、ＣＭのオファーがきてもおかしくないほどに、全身でその美味しさを表現する。


　それから突とつ然ぜん、


「あ！　そういえばなんか当たったんだった！」


　と、手に持っていた手紙のことを思いだす。


　手紙を見る。するとそこには、２２４３２００＄が当たったと書いてある。


　それを美雷はじっと見つめ、


「んーと、えーと、この、＄ってマーク、なんだろ。見たことないなー」


　と首をかしげる。


「漢字？　カタカナ？　人間の言葉は悪魔のと違ちがって、種類が多いな～」


　と困ったような顔になる。それから天井のほうを見上げて、


「そうだ！　ゲッコーに聞……」


　と言いかけて、しかしその口を慌あわててパチンっと手で押さえる。


「あう、寝てるとこ聞いたら怒られるから、我が慢まんしよーっと。でもでも、この手紙、どういうことなのかなー」


　なんて呟つぶやくが、しかし誰だれも答えてくれないからわからない。


　仕方ないので再び手紙を読み進める。すると美雷の語学力でも一応、意味がわかる言葉が書かれている。


『あなたは今日、この瞬間に、億万長者の仲間入りをしたのです！』


「ほう！」


『あなたの背中には、お金という自由への翼が生えたのです！』


「ほう！」


　と、声をあげ、それから美雷は自分の背中を見る。


　翼はまだ、生えてきていない。


　しかし彼女はそれにふふふと笑い、


「これ、比ひ喩ゆってやつでしょー？　あたし知ってるもんねー。ほんとには翼生えないんだもんねー」


　と、目め一いつ杯ぱい賢かしこそうな顔で笑う。


　それから、


「でもこれ、あれだよね。あたし、億万長者になっちゃったってことだよね？　ってあれ、それってもしかして、もしかしてあたし、大金持ちになったってこと!?」


　と、やっと手紙に書いてあった言葉の意味がわかってきて、彼女は驚おどろく。目を真ん丸に大きく見開き、


「おおおおおおお、ゲッコー！　なんか、なんかあたし、億万長者になってたー！」


　と、天井を見上げて声を上げる。


　しかし二階からは、


「…………」


　返事がない。


　それに美雷は、


「うー」


　と体を揺ゆする。だって、いま、大変なことが起こっているのだ。知らないうちに億万長者になっていたのだ。それを月光に教えてあげたいのだが、


「んーと、んーと、やっぱり起こすと怒るかなー」


　と言う。


　それから時計を見る。


　時刻は八時七分。


　もう学校にいかないと遅ち刻こくする時間だ。といっても月光も、美雷も、いつもろくに授業は受けないので遅刻なんてどうでもいいのだが。


　でもでも、


「えと、ゲッコー、遅刻しちゃうよー」


　と、彼女は言ってみる。


「…………」


　やはり返事がない。


　それにまた、


「むー」


　うめく。


　リビングを出る。


　二階へあがる階段の前へ移動し、


「あー、なんか。なんか、八時過ぎてるなー」


「…………」


　階段を半分のぼる。


「あー、ガッコー始まっちゃったかなー」


「…………」


　階段をのぼりきる。


　月光の部屋の前までくる。


「あのーゲッコー」


「…………」


「んとんと、起こすわけじゃないんだけどね、あのね」


「…………」


「あの、その……」


「…………」


「あ、あたし億万長者だったんだよー！」


　と、我慢できなくなって思いっきり扉とびらを開く。部屋に飛び込む。それから月光が寝ているはずのベッドに向かって手紙を掲げて見せる、が！


「ありゃ？」


　月光が、ベッドにいなかった。


　ベッドは綺き麗れいに整えられ、制服もない。


　学校の鞄かばんもない。


　どうやら月光はすでに登校してしまっているようで、


「わわ、置いてかれた！」


　と美雷は叫ぶ。


　それから部屋を飛びだす。階段を下り、自室に戻もどる。部屋にあった鞄の中から携けい帯たいを取り出す。アドレス帳から、げ行のゲッコーを探し、押す。すると携帯がプルルと呼びだし音を鳴らして。


『俺だ』


　月光に繫つながる。


　美雷は月光の声が好きなので、嬉うれしい気分になって、言う。


「あ、ゲッコー！」


『なんだ馬ば鹿か悪あく魔ま』


「あたし馬鹿悪魔じゃないもんねー」


『で、なんだ？』


　という問いに、いろいろ言いたいことがあったので一いつ瞬しゆん頭が混乱してしまう。


　たとえばすでにわたくし、億万長者でした、という話とか。


　朝からドクターペッパー飲んだけど、それには深い深いとても深い理由があるんですとか。


　あとあとなにより、


「なんであたしのこと置いて学校いったの!?」


　と、一番聞きたかったことを聞いた。


　すると月光が答える。


『なぜ俺が学校へいくのにおまえにお伺うかがいを立てる必要がある？』


「んとんと」


『それに俺が家を出たとき、おまえはガーガーうるさくいびきをかいていたろうが』


　なんて言葉に、美雷は顔を真っ赤にして言う。


「あ、あたしいびきなんてかかないもん！」


『ははっ、気づいてないのか？』


「う？　え、ほんとにあたし、いびきかく？」


『ああ』


「あうあうあう」


『なんてな』


「どっちだー!?」


『どっちでもいい。とにかくおまえは馬鹿面づら下げて寝ねていた。だから起こさなかった』


「……え、それってあたしのこと気づかってくれて……」


『起こすとうるさいからな』


「あたしうるさくないもんねぇえええええええ！」


　と美雷は叫さけんだ。


　そしてそれに月光が、


『ったく、やっぱり起きるとうるさいな。切るぞ』


「あ、ちょっ、待っ……」


『うるさい』


　ぷーぷーぷー。


　電話が切れた。それに美雷は携帯を見つめ、それからアドレス帳のげ行からゲッコーの名前を探して押す。


　するとさっきよりもさらに鬱うつ陶とうしげな声で、


『俺だ』


　と月光が言ってくる。


　その、『俺だ』というときの月光の声が好きなので、美雷はやはり楽しい気分になって、


「あたしあたし」


『知ってる。いいから用件を言え』


「んとんと、いまどこー？」


『生徒会室だ』


「んじゃそっちいくねー」


『勝手にしろ』


「あのね、ちょっと話したいことが……」


　が、その美雷の言葉を遮さえぎって月光が言った。


『約束を破って、朝からドクターペッパーを飲んだんじゃないだろうな？』


「………………んと、の、飲んでないしね……」


『俺を起こそうと、無断で俺の部屋に入ったんじゃないだろうな？』


「………………あわわわ、は、入ってないしね……」


　という返事に、月光は言った。


『よし。おまえは死し刑けい決定だ』


「ええええええええええええ」


『用件はそれだけか？　切るぞ』


「ちょちょちょ、ちがうちがう、すごいことがね、あのね、あるんだ！」


『凄すごいこと？』


「うん！」


『なんだ？』


　それに美雷は、ちょっとだけ得意気な顔になって胸をそらす。


　そしてえっへんとばかりに、


「実は！」


『ふむ』


「あたしはなんと、億万長者なんでしたー」


『…………』


「あれ、月光？」


『…………』


「あれ、もしかしてびっくりしすぎて、声がでない？」


『…………』


「ふふふふ、びっくりしたでしょー。んとねゲッコーが欲ほしいものなんでも買ってあげるしね、それにそれにね、あたしが欲しかった漫まん画がも……」


　ぷーぷーぷー。


「って切れてる!?」


　と、美雷は叫ぶ。


　それから再び、げ行のゲッコーを押す。


　プルルル、ガチャ。


『おかけになった電話番号は、電波の繫がらないところにあるか……』


「電源も切られたー！」


　と彼女は叫ぶ。それから携帯をしまって、頰ほおをぷーっと膨ふくらませて、


「いいもんねー。ゲッコーにはもうなんも買ってあげないもんねーだ。でもかわいそうだから欲しいっていったら買ってあげるけど！　でもでも、欲しいっていわなかったら買ってあげないもんね！」


　などと、プープー言いながら学校鞄を拾う。洗面所の鏡を見て、髪かみ型がたがちゃんとしてるか見る。寝ぐせがついてて全然ちゃんとしていない、が！


「ま、いっか！」


　とうなずく。


　それから学校へといこうとして、しかし、さっきの月光の言葉を思いだす。


　ドクターペッパーを勝手に飲んでいたら死刑。


　勝手に月光の部屋に入っていても死刑。


　それを思いだして、慌あわててキッチンへいく。飲みおわったドクターペッパーの缶かんを、隠かくすようにごみ箱に入れる。それから今度は二階へあがり、月光の部屋に入ってませんよとばかりに扉を閉める。


「これで、よし」


　と彼女はうなずく。


　完全犯罪終しゆう了りようだ。


「ふふふ、この秘密を、解けるものなら解いてみたまえワトソン君」


　とか独りで言いながら階段を下りる。今度こそ学校の鞄を拾い、家を出る。学校へと向かう。その途と中ちゆうで再び携帯を取り出し、げ行のゲッコーを押すと。


　プルルル。


「あ、かかった！」


『俺だ』


「あのね、あたしね、ほんとに億万長者に……」


『おまえ、家の戸と締じまりしたか？』


「あう？」


『もし俺が帰って、家の扉が開いてたら殺すぞ？』


「んと、ちゃんと鍵かぎね、し、閉めました……」


『なんで敬語だ？』


「えとえと、ほんとに閉めたから」


『死刑』


「えええええええええええ」


『いいからちゃんと閉めてこい』


「ほんとに閉めたもんねー」


『ほんとか？』


「うん！」


『ならいい』


「えへへ、褒ほめられちゃったー☆」


『じゃ切るぞ』


「んとえと、それより話があるんだけど……」


『俺はない』


「えと」


　ガチャ。


　ぷーぷーぷー。


　と切られてしまい、それに美雷は、


「もおおおおおおおおおお！」


　と叫んだ。


　それから怒おこった顔で携けい帯たいをスカートのポケットにしまう。そして学校、ではなく、くるりっと踵きびすを返し、家のほうへと歩きだす。


　家に到とう着ちやくする。


　鍵が閉められているどころか、扉とびらが開きっぱなしになってしまっている家の様子を見つめて、ふむっとうなずく。


　その扉を閉め、さらに月光に渡わたされている鍵できちんと鍵をかけて、


「戸締まり完了！　ふふふ、あたしは偉えらい子だもんねー」


　と大きくうなずく。


　それから携帯を取り出し、いかに自分が偉い子かを月光に報告しようかと思ったが、さすがにそろそろ本気で怒られそうなので、やめる。なので彼女は、


「ガッコーで褒めてもらおーっと」


　なんて言いながら、人間ではありえないほどの速さで学校へと走り始める。


　地面を蹴けり、ぐいぐい学校へと向かっていく、その、途中で、


「ほえ!?」


　美雷は足を、止めた。


　それから振ふり返る。過ぎ去った景色の途中へと目を向ける。


　そこはコンビニだった。


　コンビニの、お菓か子しコーナー。


　そこに知ってる顔があって、


「ありゃ、ヒメちゃん！」


　と、踵を返して、彼女はコンビニのほうへと向かう。コンビニの入り口に到着する。足をぽんっと入り口でうち鳴らすと、ピロロンピロロンピロロンとチャイムのような音が鳴って自動ドアが開くので、


「ぴろろーん！」


　と美雷は声をあげるが、しかし、ヒメアはこちらを見ない。


　その代わりに店員さんがこちらを見て、また変なのがきたと言わんばかりの顔で、


「いらっしゃいませー」


　と言ってくるので、


「はい！　いらっしゃいましたー！」


　と美雷は返す。


　それからお菓子コーナーへといく。するとやはりそこにいたのはヒメアで。


「やっぱりヒメちゃんだぁ！」


　と声をかけるが、まるでこちらの声が聞こえていないかのように、ヒメアはこちらを見ない。ただ、真しん剣けんな表情で腕うで組ぐみしながらお菓子コーナーを見つめ、


「む────む────」


　とうめいていて。


　美雷はその横へと近寄り、やはりお菓子コーナーへと目を向ける。するとそこには『たけのこの川』がおかれていて。


「あ！　これ美味しいよねー！」


「む────む────」


「んとねー、あのねー、あたしもこれ好きなんだー」


「む────む────」


「ところでヒメちゃん、なにやってんの？」


「む─────────」


「ヒメちゃ───ん！　聞いてるーー？　あたしここにいるよー！」


　と、手でヒメアの肩かたをぽんぽんたたく。するとヒメアが冷たい瞳ひとみでこちらを見て、


「うるさい人間。私に話しかけな……」


　が、そこで言葉が止まる。美雷の顔を見て、少しだけ驚おどろいたように真しん紅くの瞳を広げると、言った。


「……あれ、人間じゃない」


「あたし悪あく魔まだよー！」


「美雷ちゃん……いったいここでなにしてるの？」


「ヒメちゃんこそなにしてるのー？」


「お菓子選び」


「楽しそおおおおおおおおお」


　と、美雷は叫さけぶ。


　しかしそれに、ヒメアは深刻な顔でそんな場合じゃないとばかりに首を振った。


「でも……いま私が取り組んでるのは、宇宙の存亡よりも重大な問題の解決だから……」


「ほう！　なんか難しそうだね～」


「うん。すごい難しい」


「ででで、何に悩なやんでるの？」


「んと、大兎に買ってくお菓子を、チョコとポテチ、どっちにしようかなって」


　瞬しゆん間かん、美雷は衝しよう撃げきの表情になって、


「チョコとポテチ!?」


「うん」


「それ選ぶの、難しいねぇええええええええええええええええ！」


　と、叫んだ。


　するとヒメアはやっとわかってくれたのね、とばかりに大きくうなずいて、


「む─────」


　と再びうめきだす。


　それに美雷もポテチビッグバッグと、『たけのこの川』のほうへと目を向けると、


「む─────」


　と同じように腕組みして悩み始める。


　店員がさらに怪け訝げんそうな顔でこちらを見てくるが、二人は気にしない。


　とそこで、美雷は言った。


「あ！　あたし名案思い付いちゃった！」


「なに？」


「どっちも買えばいいよ！」


「それが出来ればいいんだけど……私、２００円しか持ってないから……美雷ちゃんはお金持ってるの？」


　と聞かれ、それに美雷はポケットから月光に買ってもらったパンパンマンのアニメの絵がついているお財さい布ふを取り出す。開く。中に入っているお金を見せる。


「これだけあるよ！」


「……３円なんだけど」


「これで買えるかなー!?」


「無理」


「えええええ、じゃあどうしよう」


「だから悩んでるんじゃない」


「む────」


「む────」


　とまた、二人で悩む。


　だがそこでふと、美雷はすごいことに気づいてしまう。


　あの、さっき手に入れた手紙のことだ。


　それを彼女はヒメアのほうへと掲かかげ、


「ねねねねね、ヒメちゃん、いま思いだしたんだけどね！」


「？」


「あたし、あたし億万長者だったー！」


「億万長者？」


「そそそ」


「それって、お金持ちってこと？」


「そそそそ」


「ふむ。で、どこにそのお金があるの？」


「んとね、えとね、わかんないけどね……」


　と、いうところで、ヒメアが美雷の手から手紙をひょいっと奪うばった。それからその手紙を読む。すぐに読み終わり、顔を上げると言った。


「なんか宝くじが当たったらしいよ」


「ほうほう」


「で、５０００円払はらうと、いっぱいお金もらえるんだって」


「ほうほう」


「でも美雷ちゃん、５０００円持ってないよね？」


「んとんと、５０００円って、何円のこと？」


「５０００円のこと」


「むー？」


「ちなみに私が持ってるのは２００円。美雷ちゃんが持ってるのが３円。あわせてもまだ、４７９７円足りない」


「ふむむ」


「どうしたらいいと思う？」


「むー」


　と美雷は腕組みして考えこむ。


「むー」


　ヒメアも腕組みをして、考えこむ。


　とにかく、５０００円あれば億万長者になれて、月光にも、『おお美雷、おまえほんとに億万長者だったのかああああああ!?』と驚いて貰もらえるはずなのだが。


「…………」


　とそこで突とつ然ぜん、レジのほうから、声がした。


　サラリーマンらしきスーツ姿の男が缶かんコーヒーを買っていて、その、サラリーマンが財布を開く。そしてなにかを店員に手て渡わたす。


　すると店員が、一言。


「５０００円はいりまーす」


　なんて声を上げて。
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　そしてその瞬間、はっ！　という顔で、ヒメアが顔を上げた。


　美雷も顔を上げた。


　それから二人は、


『…………』


　ヒメアと美雷は、お互たがいの顔を見あわせて……





　　　　◆





「うーわー、まずい、かんっぜん遅ち刻こくだぁああ」


　なんて叫びながら、鉄くろがね大兎は通学路を走っていた。


「なーんで今日に限って目覚ましの電池切れっかなぁ。一時間目漢字テストなんだけど！　テスト落とすと俺落第しそうなんですけど！　ってか生徒会の仕事忙いそがしすぎて全然勉強してないから、受けたところでどうせ落第しそうなんだけど！　ってあれ、じゃあ、もういっそゆっくりいこかな……」


　なんて走るペースを落としながらも、彼は学校へと向かう。


　ちなみに時刻は八時十七分。二十分になったら授業が始まってしまうのだが、さすがにこっからだと、どんだけ全力で走っても、


「間に合わないよなぁ」


　と、彼は小さく呟つぶやき、さらに走るペースを落とす。


　いや、もしかしたら彼の中に無理矢理入れられてしまっている、『黒ウサギ』の力を解放すれば三分で学校に到とう着ちやくすることもできるかもしれないが。


「……あの力使うと俺、どんどん人間じゃなくなってくからなぁ……あー、でも、どしよ。漢字テスト受けるために人間やめるべきか？　それともとりあえずコンビニでアイスでも買って、ダラダラ学校へいくべきか？　悩むなぁ。いやぁ、悩む」


　なんて言いながらも、まったく悩んでいない足どりで彼はコンビニがある商店街へと向かい始める。


　そのときにはもう、彼は駆かけ足から、徒歩へと進むペースを変えてしまっている。遅刻だ。完全に遅刻。


　そしてそのまま商店街に入り、コンビニへと向かおうとする、途と中ちゆうで。


「……なんだぁ？」


　と、彼は足を止めた。


　そのまま彼は、いまからいこうとしていたコンビニのほうへと目を向ける。すると彼が目を向けたさきではいま、なにやら大変なことが起こっているようだった。


　ちょうどコンビニの前あたり。


　そこに、警官がたくさんいるのだ。さらに狭せまい商店街の通りを埋うめ尽つくすように、パトカーが何台も停とまっている。パトカーの屋根についている赤い警光灯が、やはり赤い光を放ってくるくる回っていて、なにやら物々しい雰ふん囲い気きをかもしだしている。


　そんな光景を見つめて、


「コンビニが火事かなんかになったのか？」


　なんて言ってみて、しかし消防車や救急車がいないことに、気づく。なら、


「強ごう盗とうか？　でもまさかこんな朝っぱらから？」


　と呟くと、横にいた野や次じ馬うまの一人が、教えてくれる。


「いや、強盗らしいよ」


「あ、やっぱそうなんだ」


「それも宮阪高校の制服を着た、女の子二人組だって」


「へぇ～、って、うちの女子か。そりゃ、大変だなぁ」


「なんでもレジからお金を盗ぬすもうとして、抵てい抗こうした店員を人ひと質じちに立て籠こもってるんだって」


「ほう。って、それ大事件じゃんか」


　と言って、彼は少しだけ背せ伸のびをする。だが、やはり他の野次馬や、警官たちのせいでコンビニの中は見えない。だが、一つだけわかっていることがある。


　それは、


「この様子じゃ、アイスはお預けだなぁ」


　ということ。


「せっかくガリガリ君の気分だったんだけどなぁ」


　なんて言いつつ、仕方がないので彼は再び学校へと向かうことにする。野次馬の間を抜ぬけて、商店街を無理矢理通りすぎていこうとして。


　しかしそこで、


「もおおおおおお！　５０００円借りるだけなのにいいいいいい！　そしたら億万長者になって、すぐ返すのにいいいいいい！　ね！　ヒメちゃん！　そうだよね！」


　という、どこかで聞いたことがある声が、コンビニのほうから響ひびいてくるのが聞こえてしまう。


　っていうかそれは、どこかで聞いたことがあるどころか、


「おいおいおいおい、噓うそだろ？　あの声、うちの生徒会委員じゃねぇか」


　と、彼は背伸びする。


　だがやはり見えない。


　しかしその、見えないほうから、さらに知りあいの声が聞こえる。


　澄すんだ、かわいらしい、しかし冷たい女の子の声。


　ヒメアの声だ。


　その、ヒメアが言う。


「……別に、人間どもはいつも私の言葉なんて聞かないから、気にしない。とりあえずこいつら殺して、５０００円奪えばすむことでしょう？」


「んと、んと、でも殺したらゲッコーに怒おこられるよ～」


「月光なんてどうでもいい」


「不死身君にも怒られるよ？」


「あう？……た、大兎も怒るかな？」


「怒るよきっと！」


「じゃ、じゃあじゃあ、ええと、バレないように、この商店街ごと証しよう拠こを消しよう滅めつしちゃえば大丈……」


　とそこまでで、ヒメアの言葉が、止まる。


　大兎が慌あわてて野次馬をかきわけ、さらに警官たちの包ほう囲い網もうも抜けて、ヒメアの前に顔をだしたからだ。


　すると警官の首を手でつかんで、ぐいっと持ちあげていたヒメアがこちらに気づく。彼女の真しん紅くの瞳ひとみが大兎の姿をとらえ、


「あ、大兎[image: ]」


　と言いかけ、それから自分の手につかんでいる警官へと目を向ける。


　警官、大兎、警官、大兎と瞳がきょろきょろと動いてから、慌てて警官を落とす。


「ぐぁっ」


　と警官が地面に落ちるが、彼女はなにもしてません！　とばかりに両手を上げて、


「あ、あの、これは、違ちがうの、えと、そうじゃなくてね、あの、理由がね……大兎にポテチをね……えとえと、億万長者がね……」


　と、慌てふためくヒメアに向かって、警官たちが叫さけぶ。


「いまだ！　あの化け物女どもを確保ぉおおおおお！」


　一いつ斉せいにヒメアと美雷に、警官たちが群がっていく。


　もちろん、普ふ通つうの人間にヒメアや美雷をどうにかできるとも思わないが。というか、ヘタに手なんかだしたら警官たちのほうが殺されかねないが。


　それに大兎は、言う。


「ちょ、おまえら、警官に手、出したら、あとで怒るかんな！」


　瞬しゆん間かん、ヒメアの肩かたがびくぅっと震ふるえ、


「た、大兎、やっぱり怒って……」


　が、彼女に警官たちが襲おそい掛かかってしまい、声は聞こえなくなる。


　続いて美雷が襲ってくる警官たちをぶっ飛ばそうとするが。


　そちらに向かっても大兎は言う。


「警官殴なぐったら、月光にお仕置きされるぞ！」


　瞬間、美雷がこちらを怯おびえるような顔で見て、


「げ、ゲッコーに言うの!?　やだぁ！」


　なんて叫びながら、しかし抵抗できなくなってしまって、美雷も警官に押し潰つぶされていく。


　それを大兎は確かく認にんしてからほっと安あん堵どの息を漏もらすと、


「ったくもう、あいつらいったいなにやってんだよ……？」


　と、疲つかれた顔で言って、ポケットに手を突つっこむ。携けい帯たいを取り出す。それから、む行にある、ムカツク馬ば鹿か紅月光へと電話をかける。


　プルルル。


　ガチャ。


『俺だ』


「あ、俺」


『なんだクズ男』


「いや～、朝からその挨あい拶さつはどうかと思うよ？」


『はっ、おはようとでも言ってもらいたいのか？』


「そうじゃねぇけど」


『ならご託たくをぬかすな馬鹿男』


「おまえぶっ飛ばすぞ？」


『おまえじゃ無理だ』


「はは、どうかな」


『やってみるか？』


　と、なんだかいつも通りの会話をしてから、大兎は本題に入った。


「でも、その前に話があってさ」


『俺にはない』


「まあ聞けって。さくっと本題入るからさ」


『ふむ』


「あの、宮阪商店街にコンビニあんじゃん」


『ああ』


「そのコンビニで、なんかヒメアと美雷が強盗未み遂すいで警官たちに取り押さえられてるんだけど、おまえ、警官たちの記き憶おく消しにきてくれる？」


　と、大兎は用件をズバっと言った。


　するとそれに、月光は一瞬だけ沈ちん黙もくしてから、


『……………………はぁ？』


　と、ひどく機き嫌げんの悪そうな声を出した。





　　　　◆





　場所は変わって、いつもの生徒会室。


「ううううう、ごめんなさい～」


　と、床ゆかに正座させられて謝っている美雷を、紅月光は見下ろしていた。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳。首まできっちりとしめた詰つめ襟えりの制服に、腰こしには剣けん。腕うでには生徒会長を表す腕わん章しよう。


　月光は半泣きの顔をしている美雷を見下ろして、


「はぁ～」


　と、もう、呆あきれ返ったような、マリアナ海かい溝こうよりも深いため息をつく。


　するとそれに美雷が、


「ううううう」


　という声をあげる。それから上うわ目め遣づかいに、聞いてくる。


「お、怒ってる？」


「…………」


「あのあの、お、怒ってる？」


「…………」


「えとんと、あの、でもね、これには理由が……」


「はぁ……」


「ごめんなさいいいいい～」


　と、美雷はさすがに今回は悪いことをしたと思っているのか、月光がため息をつくだけで謝ってくる。それがおもしろくて何度もため息をついてみてるのだが、そのたび美雷は半泣きの顔をする。


「はぁ」


「うううう」


「はぁ～」


「あうあう」


「ははっ」


「あ、あ、いま笑っ……」


「笑ってない」


「あうううう」


　という声に、月光は笑う。


　ちなみに背後ではサイトヒメアと大兎が、「怒ってる？」「怒ってないよ」「怒ってるよー」「いや、そりゃ少しは怒ってるけど」「でも怒ってる大兎も好き[image: ]」「ええええ、もうその展開になっちゃうの？」「なっちゃう[image: ]　好きー[image: ]」「ちょ、もぉ～」などと馬鹿なことをやっているが、あいつらの馬鹿はいまに始まったことじゃないので放ほうっておく。それより、問題は、目の前のこいつだ。


　と、月光は美雷を見下ろす。そして、


「なんでこんなことをしでかした？」


　と聞く。するとそれに美雷が、手に持っていた手紙を掲かかげ、


「んとんと、あたし、億万長者に……」


「なれるはずがないだろうが馬鹿が」


「あう」


　と、月光はその手紙を奪うばう。そして見る。するとそこには、いまどき幼よう稚ち園児どころか、乳児すら騙だますこともできなそうな稚ち拙せつな当選詐さ欺ぎの文章が書かれていて。


「これは詐欺だぞ馬鹿」


「うそ!?」


「ほんとだ」


「え、え、じゃああたしは」


「億万長者じゃない」


「ええええええええええええ」


「第一、そう簡単に億万長者になれるはずがないだろうが。少なくとも億万長者になれるような人間は、俺のような選ばれた天才だけと決まっている」


　と、月光は言う。


　そしてそれに美雷がこちらを見上げて、


「え、じゃあゲッコーは億万長者なの？」


　という問いに、彼はあっさりうなずく。


「当然だ」


「お金いっぱい持ってるの？」


「ああ。いや、いまは持ってないが、もうすぐ入る」


「知らなかったー！　じゃあじゃあ、あたしにもお小こ遣づかいいっぱいくれる？」


「おまえは悪い子だからだめだ」


「ええええええ、いい子にするからー！」


　なんてことを馬ば鹿か悪あく魔まが叫び出すが、しかしうるさいので無視する。


　なぜなら彼にはやることがあるのだ。


　選ばれた天才として、億万長者になる必要があるのだ。


　だから、彼は携帯を取り出す。そしてこの学校を運営している魔術組織、《軍》に連れん絡らくする。


「俺だ。調べてもらいたいことがある」


『なんでしょうか？』


「詐欺集団の居場所を教えろ。オーストラリア宝くじ運営委員会と名乗って、馬鹿な手紙を送り回ってる奴やつらだ」


『オーストラリア宝くじ運営委員会……わかりました。しばらくお待ちを』


「ああ」


『でました』


「どこにいる？」


『埼さい玉たま県です』


「はっ。なにがオーストラリアだ。で、座標はどこだ？」


　と、詐欺集団の居場所を聞く。それからこの生徒会室にある特とく殊しゆな壁かべに向かって命じる。


「開け」


　するとすぐに、壁の中央の次元が歪ゆがむ。そして別の場所へと《道み程ち》が繫つながる。


　繫がった先は、埼玉だ。


　オーストラリア宝くじ運営委員会なる詐欺集団がいる場所。そこには二十代くらいの、育ちの悪そうな不良どもが溢あふれているのが見える。それに月光はにやりと笑い、そのまま詐欺集団がいる場所へと乗りこむ。


　すると不良たちは驚おどろいた顔で、


「な、なんだおまえは……」


　と言いかけた奴の顔面を月光は蹴けり飛ばす。


「ど、どこから現れやがった!?」


　と言いかけた男の顔面を殴なぐり潰つぶす。


　さらにその周囲にいた奴らの顔面を、殴る、殴る、殴りまくって。


「な、なんなんだよおまえぇ～」


　と不良たちが叫さけんだところで、月光は腰の剣を抜ぬいてから、


「当選者だよ。さて、俺に金の翼つばさを生えさせて、億万長者にしてくれるというのはいったい、誰だれかな？」


　と、楽しげにそう言った。




ケース２：終了





[image: ]


　今回の電話相談員──安あん藤どう美み雷らいの場合





「はいはいもしもしこちら宮みや阪さか高校生徒会、お悩み電話相談室で～す！　どんな悩みも天才美雷ちゃんがズバっと答えちゃいますよ～！」


「ひっく、ひっく……こ、ここに電話すれば、どんな悩みも解決してくれるって聞いたんだけど……ひっく、ほ、ほんと？」


「ほんとだよ～！　ズバっと！　ズバっと解決！」


「ひっく、ひっく……じゃあ、聞いて」


「ほいほい」


「あのね、僕、小学一年生なんだけどね」


「ふむ。小学一年生って、なに？」


「…………え？　お姉ちゃん小学一年生、知らないの？」


「………………し、し、知ってるよ？　お姉ちゃんはなんでも知ってるんだよ」


「じゃあ話、進めていい？」


「う、うん」


「……おとといから、お母さんが帰ってこないんだ。だから僕、毎日一人で家にいて」


「ふむふむ」


「ずっと一人で家にいて……」


「それでそれで？」


「……いや、それでって……どうしたらいいかな？　ってことなんだけど……」


「うん？　どうしたらって、どゆこと？」


「え？　いや、子供が独り、置き去りにされてるんだよ？　普ふ通つう心配したりとか……」


「んんん～？　なんの心配？」


「えと」


「あ！　そうか！　ママの心配、してるのか！」


「いや違ちがっ」


「そういえばあたしも三歳のとき、ママが『冥めい呪じゆのサタン・ヴィスエル』に領土問題で抗こう議ぎにいって、半年くらい帰ってこなかったときは心配したもんねー！」


「えええ、三歳で半年って……」


「でもきっと大だい丈じよう夫ぶだよ！　最後にはうちのママ、ヴィスエルの生首口にくわえて帰ってきたしね！　あのときのママ、かっこよかったなぁ」


「……あの、いったいなんの話を……」


「だから君のママもきっと大丈夫！」


「あの」


「で、もしママが殺されちゃったら、そのときは君が強くなって復ふく讐しゆうすればいいんだよ～。弱肉強食！　それが魔界のオキテだってママ言ってたしね！」


「そんな」


「相談はそれだけ？」


「え？　ああ、うん」


「じゃあ解決☆」


「うそだ、全然解決してな……」


「ガチャン！」




[image: ]


　今回の電話相談員──エントリオの兄弟の場合





　プルルル。


「…………」


「…………」


　プルルル。


「…………」


「……ちょ、セルジュ、電話鳴ってるぞ」


「鳴ってますねぇ」


「でないのか？」


「ハスガのほうが電話に近いところに座ってるじゃないですか」


「いやでも、俺電話って苦手でさぁ……というかそもそも、あんま人間って好きじゃねぇし」


「でもこれ、仕事ですよ？」


「そりゃそうなんだけど……あー、じゃ、でる？」


「お願いします。あ、でもかけてきたのが女の子だったら、かわってください。僕が対応します」


「じゃあ最初っからおまえでろよ」


「いやでも、男がかけてきてたらつまらないですし」


「知るかよ。いいから出……」





　プルル……ル……





「あ、切れた」


「切れましたね」


「……まあ、あれだな。切れたなら仕方ねぇよな？」


「でもいまの、もしもかわいい女の子からの電話だったらと思うと、ちょっとだけ後こう悔かいが……」


「だったら出りゃよかったろうが」


「だって遠いし」


「立って一歩歩くだけだろうが」


「でもハスガの目の前に電話機あるんですよ？　ハスガが出ればいいじゃないですか」


「ま～、そうなんだけどさぁ」


「相変わらず、人間は苦手ですか？」


「おまえは得意になったのか？」


「うーん、まあ、人間種の女の子たちはとてもいい匂においがしますね」


「匂い？　この、変態兄貴が」


「あは[image: ]　じゃあ僕は、この童どう貞てい弟が～って発言を」


「はぁああああああああああ!?　俺童貞じゃねぇし！」


「あれ、そうなんですか？」


「ってか、ンな話はいいよ」


「えー、興味津しん々しんなんですが、え、いつ卒業したんです？　女の子とつきあってるようなそんな素そ振ぶり、なかったじゃないですか？」


「ああもう、おまえうるせ……」


「いついついついつ？　そんな大事なこと隠かくされたら、お兄さん、傷ついちゃいますよ」


「知らねぇよ！」


「で、いつ卒業したんです？　何月何日？　何時何分何秒に……」


「うるせぇえええええええええええ！　おまえガキかよ！」


「あはは」


「あははじゃねぇし」


「ところでハスガ」


「ん？」


「いつ卒業……」


「まだ続くのかよ！」


「というか、卒業ってほんとなんですか？　ハスガ、エルフも嫌きらいだし、人間も嫌いでしょう？」


「…………」


「そしたら相手、いないじゃないですか」


「…………」


「お兄さん、そのへんすごく心配してるんですけど。ハスガなかなか他人に心開かないし」


「………………別に、ンなこと心配されなくても……」


「心配するでしょう。たった二人だけの家族なんですし」


「……あ～おまえ、うるせぇなぁ。少なくとも、この生徒会の奴やつらのことは、おもしろいと思ってるよ」


「え、まさかじゃあ、卒業の相手って、生徒会のメンバーじゃ」


「ちげーよ！」


「泉いずみさんですか？」


「だからぁああああ」


「ま、まさか大たい兎と君じゃ……」


「ちょっと待てぇええええええええええ！」


「あ～、わかった、もういいよ。降参するからもう黙だまれって」


「降参？」


「ああ」


「どう降参するんです？」


「あ～、んと、ん～とな、ああ～……卒業、してないってことで」


「え？　なんですって？」


「だから、あの、卒業してな……」


「え？」


「おまえ聞こえてんだろうが！」


「あはは」





　プルルルル。





「ん？」


「あ、またかかってきましたね」


「うん。ってか、今度はセルジュ出ろよ」


「ハスガまだ一度も出てないでしょう。そんなことだから、卒業できないんですよ」


「関係ねぇだろうが」


「だって電話の主が女の子で、これがきっかけでロマンスに発展したりするかもしれないでしょう？」


「ねぇよ」


「そ～んなことだからハスガはＤを卒業できな……」


「Ｄってなんだぁああああああ！　ってか、ここでちゃんと言っとくけど、やれないんじゃないからな？　やらないんだからな？」


「へー」


「なんだよその目は」


「へー」


「おまえぶっ殺すぞ？」


「へー」


「殺ぉおおおおおおおおす！」


「うわ、ちょっと……」


「殺ぉおおおおおおおおおおおおおおす！」


「わわわわわわ」





　プルルル……プ……ツーツーツー。
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「もう、あと五日か……」


　鉄くろがね大たい兎とは放課後の教室で一人、そんなことを呟つぶやいた。


　教室には誰だれもいない。


　時刻は五時を過ぎて、他のクラスメイトたちは帰宅したか、部活へいってしまった。


　しかし大兎は独り教室で、ぼんやりと窓の外を見ている。


　夏休みが終わり、二学期を迎むかえたと思ったらあっという間に九月も後半になってしまって、もうすぐ文化祭を迎える。


　そしてその文化祭が終わったら──


「世界が、終わるのか」


　大兎は小さく呟く。


　それは比ひ喩ゆ的な意味ではなく、本当に世界が終わるのだ。なにもかもがそう《預言》されていて、誰もそれに抵てい抗こうすることができないのだという。


　そして生徒会の仲間たちはそれに、必死に抵抗していた。


　生徒会長紅くれない月げつ光こうを筆頭に、あらゆる魔ま術じゆつや、呪じゆ術じゆつを調べて、大兎や、ヒメア、美み雷らい、泉いずみ、セルジュとハスガたちと協力しあって、世界の終わりを止めようとしていた。


　だが、いまのところうまい打開策は見つからないまま、九月の後半を迎えてしまった。


「って、世界の滅めつ亡ぼうを止めるとか、漫まん画がの読み過ぎだろって突つっ込こみたくなるけどね～ん」


　そう、大兎は独り言って、笑う。


「なのにこれが事実ってのが、困るよなぁ」


　ぼんやり窓の外を眺ながめながら呟く。


　窓の外には、いつもの景色が広がっている。


　部活中の生徒たち。


　五時なのにまだ陽ひが沈しずみ切っていない空。


　それを見て、大兎は思い出す。もう、ほんの少し前──五か月前のことを思い出す。それはまだヒメアと再会していなかったころのこと。月光と知り合っていないころのこと。自分が知っている世界には、魔法や呪のろい、《預言》や天魔、異世界なんて存在していなかったときのこと。


　そのころは、少しだけうきうきしていた。別に中学から高校になったところでなにかが新しくなるわけでもないのに、なにか新しいことが起きるんじゃないか、そしてそれが永遠に続くんじゃないかって、そんな気分になって胸を弾はずませていた。


　しかし五月に入って、月光に出会って、知らぬ間に自分は人間ではなくなってしまって、なんだかもう、思い出せないほどいろいろあったあげくに、


「あと五日で世界が消滅するって言われてもねぇ」


　と、彼は苦く笑しようする。


　そこで背後の扉とびらが開く音がする。


　大兎は振ふり返る。


　すると教室の入り口に、この学校の俺様生徒会長君が立っている。


　漆しつ黒こくの髪かみに、なにもかもを馬ば鹿かにしているかのような冷めた鋭するどい瞳ひとみ。詰つめ襟えりの制服をきっちりと着て、腰こしには剣けんをつるしているという妙みような姿。


　紅月光だ。


　その、月光の姿を見て、大兎は言った。


「あら、おまえが俺の教室にくるなんて珍めずらしいね」


　すると月光は教室を見回してから、言う。


「ここはおまえら雑ざ魚こ専用の教室だからな。俺のような天才は３秒ここにいただけで、死んでしまうんだ」


「……へぇ」


「ああ」


「……へぇ」


「ああ」


「んで、たぶんもう３秒たったけど、もう死んだ？」


「当然だ。馬鹿と会話してしまったと自分を責めて、魂たましいが死んだな」


「そりゃいちいち大変ですね」


「だろう？」


「うるせっ」


　と、大兎は笑う。


　月光はそのまま教室に入ってくる。


　その月光に、大兎は言う。


「んで、なんでうちの教室きたのよ？　俺に用？」


「ああ」


「なに？」


「馬鹿に雑用を頼たのもうと思ったが、携けい帯たいに出ない」


「んぁ？　馬鹿って誰よ？」


「おまえ以外に誰がいる？」


「やっぱ俺か～」


　なんて言いながら、大兎は自分のポケットから携帯を取り出す。すると携帯の液えき晶しようが真っ黒のまま点灯しなくて。


「あ、悪ぃ、充じゆう電でん切れてるや」


「馬鹿め」


「馬鹿馬鹿うるせぇって。だいたいおまえ、他のボキャブラリーねぇのかよ？」


　というと、


「うん？」


　と、月光はこちらを見る。それからなぜかちょっとだけ楽しげに、にやりと笑うので、それに大兎は言った。


「あの、おまえが楽しがるポイントが全然わかんないんですけど？」


「天才専用のポイントだからな」


「あーはいそうですか」


　大兎は苦笑する。


　しかし無視で、月光は教室の隅すみにある机の上に腰を下ろし、腕うで組ぐみをする。そしてさっきまでの大兎と同じように、窓の外へと目を向ける。その、月光が見ている先を大兎も見るが、しかし外はもう暗かった。


　さっきまで校庭の景色が見えていたのに、もう陽が落ちてしまい、夜が始まろうとしている。


　それに大兎は言う。


「ああ、また一日、終わっちゃったな」


　すると月光が、


「そうだな」


　と答え、しかしその先はなにも言わない。


　だが、またあっさり一日が過ぎてしまった。これでもう、この世界に昼が訪おとずれるのは、あと四回だけになってしまった。お互たがいそのことについては言わないが。きっと止められると信じて、ここに踏ふみとどまっているわけだからもう、それ以上は口にしないが。


　でも、今日も破は滅めつに対たい抗こうするための方策は、見つけられなかった。


　ちなみにいま、他の生徒会委員たちも必死に頑がん張ばっているはずだった。


《軍》の情報部で、セルジュ、ハスガ、泉たちは必死に情報を集めている。


　ヒメアと黒くろ守す、日向ひなたたちは、魔術研究部で協力しあってなにやら難しい魔術を開発している。


　美雷はいま、魔界の母親のところへ帰ってなにか相談ごとをしているらしいし、大兎だって日々、読むだけで死んでしまう《預言》の解読を続けていた。


　もう、誰もが一生懸けん命めい、なんとか運命の歯車の進む先が変わるように動いていて。


　なのにどうにもできないのだ。


　なにも止めることができないのだ。


　そしてまた、一日が終わる。


　夜がくる。


　朝がくる。


　破滅がまた一日分、近づいてくる。


「…………」


　大兎は、月光のほうを振り向く。


「んで、俺に頼みたい雑用って、なによ？」


「うん？」


「いや、俺に雑用頼みたくて、電話したんだろ？　んで、電話出なかったからここにきたんじゃねぇの？」


　それに月光はしばらくこちらを見つめ、そして思い出したかのように、言う。


「……ああそうだったな。コーラを買ってこい」


「はは、ほんとはそんな用じゃねぇんだろ？」


　しかしそこで、月光はまた黙だまってしまう。こちらを見つめ、それから、終わってしまった一日を悔くいるかのような顔で、窓の外へと再び目を向ける。


　そして彼は、言った。


「今日は、解散することにした。だから一度家に帰れ」


　大兎は月光を見る。


「解散？」


「ああ」


「でももう、解散なんかして、悠ゆう長ちように過ごしてる時間は……」


　残ってないだろう？


　そう言おうとして、しかしそれを遮さえぎって月光は言った。


「だからだ。だから、これは最後の解散にする。もしもこのまま世界が終わるなら、そのまえにやりたいことの一つや二つ、いくらミジンコみたいな脳みそしかない単たん細さい胞ぼう生物にだって、あるだろう？」


　なんて、月光はこちらではなく、窓の外を眺めたまま言う。


　大兎はその、月光の顔を見上げて、


「なぁ月光」


「ん？」


「ミジンコって、単細胞だっけ？」


　するとそれに、月光は嬉うれしそうに笑ってこちらを見る。


「多た細さい胞ぼうだ」


「だからおまえが嬉しそうにするポイントがわかんねぇんだって」


「はっ……とにかくもう帰れ。すでに他の生徒会委員には帰宅命令を出した。残ってるのは携帯に出なかったおまえだけだ」


　と、月光は言った。


　それに大兎は、机の上においていた、充電が切れている携帯を見つめてから、言った。


「月光」


「うん？」


「おまえも帰んの？」


「おまえの知ったことじゃない」


「いいからおまえもちゃんと帰れよ。俺と違ちがっておまえ、性格の悪さはともかく、体はただの人間なんだからさ。働きっぱなしだと死んじゃうぞ？」


「俺を他の雑魚どもと一いつ緒しよにするな」


「ってか、わりとまじで心配してんだけどね……顔も疲つかれてるしさぁ」


「…………」


「でもま、おまえは俺の言うことなんか聞きゃしないか」


　と、大兎は立ち上がる。携帯をポケットに入れる。


「んじゃ、お言葉に甘えて、帰るわ」


　と、言う。


　月光はうなずく。


「そうしろ」


「うん。あ、月光」


「もういいから早く消えろ」


「ちょっと質問があるんだけど」


「なんだ？」


　うっとうしげに月光は言うのに、大兎は笑って聞く。


「明日あした世界が滅ほろぶとしてさ、その前日におまえ、なにする？」


「…………」


「もし今日のこれが最後の解散なら、今日やるべきなのは、そういうことだろ？　なら世界崩ほう壊かいの前日、おまえはなにすんのよ？」


　するとそれに、月光はこちらを見つめたまま、聞き返してくる。


「おまえはどうするつもりだ？」


「え？　俺？」


「ああ」


「俺は～、なんだろな。カレーとか食うかな？」


「はは」


「あとは家族に好きって伝えるかな～？　妹のユイカとかは、お兄ちゃんきもーいとか言ってきそうだけど」


「ふむ」


「あとはー」


　と、大兎は言ってから、考えを巡めぐらせる。明日すべてが終わるなら。世界が滅めつ亡ぼうするとかそんな大それた話じゃなくても、明日死ぬなら、明日なにもかもと別れなければならないのなら、いったい、自分はなにをするだろうか？


　それを大兎はいっぱい頭の中で巡らせてから、言った。


「あとは……なんだろね。難しいよ」


「そうだな」


「でもま、まだあきらめたわけじゃないから、いつもと変わらず過ごすかも。まだ四日あんだ。なら、きっとなにか、方法があるって、そう……」


　信じ続けてあっさり、一か月たってしまったのだが。


　大兎は、笑う。力なく、少しだけ悲しげな顔で笑って、


「とにかく月光も、帰れよ。少し寝ねろ」


　すると月光は立ち上がり、こちらに背を向ける。たぶん生徒会室へと戻もどるつもりだろう。それに大兎は笑って、


「ぜーんぜん人の言うことを聞かねぇよな」


「ミジンコ語がわからないからな」


「ってそこでその返しかよ」


　と、月光の背中に言う。しかし彼はもう、教室を出ていこうとしていて。


　その背中に、大兎は言った。


「あ～あとさ、美雷に告白するとか、どうよ？」


　瞬しゆん間かん、月光がひどく険悪な顔でこちらを振ふり返り、


「あ？」


　と、言った。


　それに大兎は続ける。


「別に美雷じゃなくてもいいけどさ。もし、そういう気持ちがあって、でも伝えてない～なんてのがあったら、こういうときこそ、そういうのを伝えんじゃないの？」


　するとそれに、月光はこちらをにらみつけてから、言った。


「俺とあいつは、そういう関係じゃない」


「ふーん」


「くだらないことを吐ぬかすな」


「へーん。で、告白すんの？」


「死ね」


「もしくは泉のほうが好きだったりして？」


「いいからおまえは死ね」


「リーネとかいうのもいるしなぁ」


「…………」


　そのからかいに月光はもう、心底めんどくさそうにこちらをにらみ、それから抗こう弁べんすることに疲れたのか、小さくため息をついて、こちらに背を向ける。
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　それに、


「あはは」


　大兎は笑った。


　そのときにはもう、月光は教室を出ていってしまって、教室で再び一人になる。


　大兎はそれに、


「……俺も、帰るか」


　机に引っかけられていた鞄かばんを拾い、そう呟つぶやく。


　それから隣となりの席を見る。隣の席はいま、主がいない。いや、彼がこの、宮みや阪さか高校に入ったときからずっと、なぜかその席は空いたままで。


　なのにその、無人の席を見るたびになぜか、ちょっとだけ妙みような気分になる。大切ななにかを忘れてしまっているような。忘れてしまっているなにかを、思い出さなきゃいけないような。


「…………」


　だが、今日もやはり、思い出せない。


　だから彼は独り、肩かたをすくめただけで歩き出す。


　そのまま教室を出る。家に帰ろうと思うが、しかし喉のどが渇かわいたので購こう買ばいの自じ販はん機きでコーラを買う。そこで月光がコーラを買ってこいと言っていたのを思い出して、買っていってやる気になる。


「って、月光に対して優やさしくしようとかね、思っちゃうところがもう、心が弱ってるよなぁ」


　なんて苦く笑しようしながらも、他の生徒会委員もまだいるかもしれないので、大兎は三、四本ジュースを買って生徒会室へと向かう。


　しかし生徒会室へと繫つながっている中央校舎五階の廊ろう下かは、明かりが消えていて暗かった。それに、生徒会室の中の電気もついていないようで。


「あれ、もしかしてもう、みんな帰っちゃって誰だれもいないのか？」


　と大兎は呟き、生徒会室へと近づいていく。すると教室からはかすかな声が聞こえてくる。


　女の声だ。


　その声が、好きだとか、おそらくはそういったようなことを言っている雰ふん囲い気きで、さらにそれに、月光が答えるような声がして。


　そしてそれに、


「……ああ、そうか」


　と、大兎は足を止める。


　女の声が誰のものか、そしてどんな会話になっているのかは、わからなかった。耳をすませばわかるかもしれないが、しかし大兎はそれをしない。ただ、足を止め、そして手に持っていたジュースを見る。


　そして、


「ま、邪じや魔まするのも、なんだよなぁ」


　なんて言って、廊下にジュースを置く。そのまま踵きびすを返す。


　その廊下の途と中ちゆうで、金きん髪ぱつの少女に出会う。


　生徒会書記の、碧あお水み泉だ。へらへらといつも楽しげな顔に、校則違い反はんどころの騒さわぎじゃないほどに短いスカート。手には禁きん煙えん用の棒付きアメという姿。


　彼女は大兎の顔を確かく認にんするなり笑え顔がおになって、アメを振ってくる。


「お～、大兎っち、おはよ」


　大兎はそれに、肩をすくめて笑う。


「もう夕方だけどね」


「でも今日会ったのは最初だからさー」


「どこの業界人だよ」


「えっへ～」


「でもま、泉たち、情報部にこもってるもんなぁ……」


「なんとわたくし、今日はイタリア帰りですのよん」


「《教会》？」


「そそ、《軍》の再編について、バチカンっ子たちとパスタやらタパスやらよ」


「ふーん。ご苦労さま」


「いや大兎っち、パスタはともかくタパスはスペイン料理だろーという突つっ込こみ待ち中よ私は」


「はいはい」


「ほいで大兎っちはもう帰り？」


「うん？　あー、今日はもう解散しろって、月光からメールきたろ？」


　というと、泉はうなずいて、スカートのポケットから携けい帯たいを取り出す。そして月光からのメールを開いて、


「これ？」


　と言ってくる。


　その、泉の携帯を見ると、そこにはこんなことが書かれている。





『今日はもう解散しろ。明日あしたから最後の戦いを始める。その前に、心残りをすべて済ませておけ』





　そして大兎はそれを見つめ、


「…………」


　それから泉を見る。


「で、泉はなにやんの？」


「なにって、心残り的な話のこと？」


「そそ」


　するとそれに、彼女は手に持っていたアメをぺろっと一なめする。それから考えるように少しだけ首をかしげ、


「んー、どうだろ。べっつに、ないかなー。私は毎日精せい一いつ杯ぱい生きてたから、いまさらもう一度覚かく悟ごしろって言われても、これ以上はないんだよねぇ」


「って、なんの話？」


「こっちの話」


「ふむ」


「あ、あ、でもこれ聞いてこれ」


「なに？」


「こーのままいくと、私ってば処女のまま死ぬんだぜ！　それってちょっとロマンチックじゃない？」


「どうかなぁ」


「あれ、そうでもない？　それとも慌あわてて誰かと恋こい人びととかになったほがいいかなー？」


「いや、それも……」


　どうなのかな。


　と、彼は小さく呟く。


　それは本当にもう、わからなかった。


　もうすぐ世界が終わると言われてしまって、だからといってなにをしたら正解か、なんて、そんなのいままで心の準備なんかしてなかったんだから、急にわかるはずがなくて。


　するとその、困ったような顔の大兎に泉が笑い、


「あは、でもこの話、クリスマス前に焦あせってる独り身の子みたいだよね？」


「はは、そうかもな」


「で、大兎君はヒメちゃんと過ごすの？」


「へ？　あ～、どうだろ。ヒメアは生徒会委員だし、最後のときまで一いつ緒しよにいるだろうから……」


「じゃあ今日は、家族と過ごす？」


「たぶん、ね。携帯の充じゆう電でん切れてっから、一度帰って、充電しないといけないし。そしたらヒメアに電話してみるけど、でもやっぱ、一度家に帰るかな」


「そか」


「うん」


「ほいじゃー、私はどうしようかなー。ま、とりあえずは生徒会室いって、月光ぽんでもからかって決めようかな～」


　と、彼女は歩きだそうとする。


　その、泉の腕うでを、


「あ、泉、ちょっと待った」


　と、大兎はつかむ。


　すると泉はこちらを向き、


「え、まさかの私に告白ですか？」


「ねーよ」


「え～。で、どしたの？」


　それに大兎は生徒会室のほうへと目を向けて、


「いや、それが、ちょっと取り込み中っぽくて」


「ほう」


「いまは生徒会室、いかないほうがいいかも」


「ほほほう」


　と、泉も興味津しん々しんな顔で生徒会室へ目を向ける。それから、言う。


「黒守先生と月光ぽんが熱ねつ烈れつなキスしてるとか？」


「きもっ」


「あはは。でも、そかー。そりゃ、そうだよねぇ。もうすぐ全部、消えちゃうかもしれないんだもんね～」


　なんて、泉が言う。


　そしてそれに、大兎は聞いた。


「泉は、好きな奴やつとかいないの？」


「え、それはまさか、大兎っち私に告白……」


「あーはいはい」


「あは」


「で、どうなのよ？」


　聞くと、泉は瞳ひとみをくるんっと右回しに回して、


「さーてさて」


　と、言う。


「いるの？」


　今度は瞳を左回しに回して、


「さーてさて」


　と、言う。


　それに大兎は、


「うぜぇ～」


　と笑うと、泉も笑った。


　そして、


「でも、生徒会室戻もどれないなら、私も家に帰ろかなー」


「一緒帰る？」


「え、まさかそれは私に……」


「うるせぇ」


「えっへっへ～ん。でも、私《軍》の情報部に鞄かばん残してきてるから、それ取ってから帰ろかな。セルジュっちやハスガっちも残してきてるしねー」


「そう？」


「うん」


「んじゃ、また明日な」


「うん。明日ねーん」


　と、泉はこちらに手を振ふる。大兎もその泉に手を振ってから、歩き出す。その途中で振り返ると、なぜかまだ、泉が生徒会室のほうを見ている。


　その意味は、わからない。


　彼女がなにを考えているのか。


　世界の崩ほう壊かいを目の前にして、みんながなにを考えているのかは、まるでわからない。


　だけど時間は過ぎていく。


　前へ。


　破は滅めつへ。


　自分たちを囲むすべての空間に、その、破滅へと繫つながっていく《預言》が描えがき込まれていて。


「……その、破滅の前に、心残りがないように、か……」


　彼はそんなことを言いながら、学校をあとにした。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　自宅のベッドに横になりながら、大兎は充電コードを携帯に直じか差ざしして、電源を入れた。


『しばらくお待ちください』の文字のあと、携帯が起動する。するとメールが一通きている。月光からの、『心残り』がどうこうというような、一いつ斉せいメールだ。他の着信や、メールはない。


　大兎はそれをしばらく見つめ、それからアドレス帳の、さ行へといく。サイトヒメアという名前を押す。


　コール音は、鳴らない。


　彼女は大兎からの電話には、ほとんどノータイムで出るのだ。


『大兎！』


　と、ヒメアが嬉うれしそうに言う。


　それに大兎は微笑ほほえんで、


「あ、ヒメア？」


『うん！』


「いま、大だい丈じよう夫ぶ？」


『大兎だったらいつだって大丈夫だよ！』


「いや、あー、別に用はないんだけどさ」


『いいよ！』


「えと、んと、そうだ。月光からメールきた？」


『月光のことには興味ないよ？』


「いや、それはいいんだけどさ、ええと、なんだろ。今日は……」


　が、それを遮さえぎるように、ヒメアが言った。なぜかちょっとだけ寂さびしそうな声で、


『あ、あ、大丈夫……わかってるから』


「え、なにが？」


『家族と過ごしたいって、わかってるから……だから私、我が慢まんできる』


「あー」


『でももうちょっとだけ、もうちょっとだけ声きいてていいかな？』


　なんてかわいいことを、ヒメアが言う。彼女はいつも、かわいいのだ。ずっと自分のことを好きでいてくれて。強い気持ちで好きでいてくれて。


　そしてそれはもう、その彼女の気持ちに対して、自分がちゃんと応こたえられているのか自信がなくなるほどで。


　だから大兎はなるべく優やさしい声でそれに、


「全然いいよ」


　と、答える。


　するとヒメアがひどく嬉しそうに、


『大兎大好き！』


　なんて言う。


　それに大兎は、


「俺も好きだよ」


　と、答える。


　だが、そこで突とつ然ぜん、電話の向こうから男の声がする。それも月光によく似た、しかし少しだけ感情がなくなり、冷たくなったような声こわ音ねで、


『好きだよじゃないよ。いま、サイトヒメアの力を使って新しい魔ま術じゆつを試ためしてるから、邪じや魔ましないでくれないかな？』


　なんて言われてしまう。


　それは日向の声だった。月光の双ふた子ごの弟、紅日向の声。


　するとそれに、ヒメアが言う。こちらも、ひどく冷たい声音で、


『なに勝手に携けい帯たい奪うばってるの？　邪魔してるのはあんたでしょう？　殺すわよ？』


『へぇ、僕を殺す？　あなたにできますかねぇ』


『試してみる？』


『いいでしょう。もう時間がないんだ。あなたには一度、きちんと状じよう況きようを理解してもらうためにも痛い目にあって……』


　そこで大兎は言った。


　少しだけ大きな声で、


「ヒメア！」


　瞬しゆん間かん、


『なに～[image: ]』


「仲良くしなさい」


『やだ[image: ]』


「やだじゃない」


『だってヒナタむかつくんだもん』


「あー、ええと、んじゃ、仲良くしてくれたら、明日あしたは俺、《預言》読むのヒメアのそばでやってもいいと思っ……」


『さあ馬ば鹿かヒナタ、仲良くするぞ！』


　と、ヒメアが突然言う。


　それに携帯の向こうで、


『はぁ……』


　と、日向がため息をつくような声が聞こえる。さらに、生徒会顧こ問もんの黒守の声で、


『大兎君、ちょっと電話切ってくれませんか～？　僕ら、いまちょうど忙いそがしいんで』


　なんて声が聞こえて。


　大兎は言った。


「ごめんヒメア、邪魔して」


『邪魔はこいつらだけどね』


「んじゃ、切るね」


『やだ[image: ]』


「切るね？」


『うー、わかった。大兎が明日きてくれるから、我慢できるもん』


　と、ヒメアがすねたような声を出すが、大兎は笑って、


「声聞けて、よかった」


『あ、あ、私も！』


「ほいじゃね」


『うん！』


　そこで、大兎は携帯を、切った。


　その、通話が終わった携帯をしばらくぼんやり見つめていると、部屋の外から、声がする。


「おにーちゃーん、カレーできたよー！」


　妹の、ユイカの声だ。


　それに大兎は上半身を起こし、


「あいよー」


　と、答える。


　家に帰ると今日はたまたまカレーを母親とユイカが作っていて、もう、かすかにカレーの香かおりが部屋までただよってきていて、


「これで心残りが、一つ減ったな」


　彼はそう、呟つぶやく。


　するとそこで、


「もうご飯よそったからねー！　冷めても知らないからねー！」


　と妹が叫さけんでくる。


「あーはいはい、いまいくー」


　大兎は携帯をベッドに放ほうり、起き上がる。


　扉とびらを開いて、下の階にあるダイニングへと向かおうとする。


　しかしそこで、背後のベッドで、携帯にメールが届いたことを知らせる着信音が鳴る。


「ん？」


　と、大兎は振り返る。


　携帯を見る。


　するとそこには、見知らぬ誰だれかからのメールが届いている。





　──時雨しぐれ遥はるか　時雨遥　時雨遥　時雨遥──





　その、漢字三文字が羅ら列れつされた携帯の画面を見つめて、


「……あれ、これって、誰だっけ……？」


　と、大兎はメールを、開いた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　場所は変わる。


　いつもの生徒会室。


　その生徒会室の扉が、開く音がする。


　その音のほうへと、月光は目を向ける。


　するとそこには泉が立っている。月光はその、泉のほうを見つめ、


「帰れとメールしたはずだが？」


　と言うと、それに泉はえへへと笑う。


「そうなんだけど、ね」


　なんて言う。


　そのまま彼女は生徒会室へと入ってくる。そして月光とは少し離はなれた、壁かべ際ぎわに彼女は立って、こちらを見つめてくる。


　それに月光は泉をにらみ、聞く。


「なんだ？」


「いや、えーと、実はちょっと話したいことがあって」


「俺にはないが？」


「あは、月光ぽん、それ言うの好きだよね」


「あ？」


　と、月光は顔をしかめる。


　しかし泉はやはり、笑っている。だがその笑えみが、いつものものとは違ちがう。へらへらと余よ裕ゆうのある笑みではなく、どこか嬉うれしげな、それでいて、少し恥はずかしそうな、そんな顔をしていて。
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　月光はその、泉を見つめ、


「いったい、なんだ？」


　と聞く。


　すると泉が、言った。


　なぜか、周囲を見回して、


「美雷ちゃんは？」


「いまはいない」


「あれー、じゃあリーネちゃんは？」


　それに月光は目を細め、泉を見つめると、


「……いったい、おまえはなんの話がしたい？」


　すると泉はこちらを見て、まるで照れているのを隠かくすかのようにまた、笑う。少しだけ顔が赤い。そしてその理由がわからない。


　月光がその、泉の赤い顔を見つめていると、彼女は勝手に話しだす。


「いや、月光ぽんがさー、今日は心残りないようにする日だーっていうからさ」


「…………」


「じゃー、それしようかなーって、私も思ってさー」


「…………」


「で、ここにきたの」


「……それで？」


　と、月光は言った。


　すると泉は微笑ほほえむ。楽しそうに、それでいてやはり、なぜか照れたような顔ではにかんで、小さく言葉を発す。


「…………」


　いくつかの言葉を伝えてくる。


　それを月光は、聞いて。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　そしてそこから、この物語は前へと進み始めた。


　幾いく重えにも折り重なった運命の輪が、しかし、結局は一所へと集まるように進んでいってしまう。


　まるですべての運命はあらかじめ決められていたんだといわんばかりに。


　誰かの頑がん張ばりや、誰かの恋こい心ごころや、誰かの悲鳴や、誰かの喜びが、でもすべて無意味で、結局は《預言》されていたものだったといわんばかりに、なにもかもが同じ結末へと進んでしまって。


　しかしそれを、月光は嫌いやだと叫んだ。


　いや、月光だけじゃない。


　大兎も、泉も、美雷も、ヒメアも、セルジュも、ハスガも、いや、世界のすべてに存在する者たちがずっと悲鳴を上げ続けてきた。


　だが、それももう、長くない。


　結局結末は目的地へと向かうのだ。


　残された時間はあと四日。


　その、破は滅めつへのカウントダウンを前に、紅月光生徒会室は、最後の戦いを始めた。
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　今回の電話相談員──碧あお水み泉いずみの場合





　プルルル。


「はいはーい、あなたの恋こい人びと、世界の恋人、碧水電話相談員でありまーす。いかがしましたかー？」


「あ、あの、悩みがあるんです」


「ほうほう。なんでしょうか？」


「最近、その……」


「はい」


「彼氏との夜のアレが、その、マンネリというか」


「おっと、それを処女の私に聞きますか！」


「え、相談員さん処女なんですか？」


「そうなんです、すみません。というかここ、高校の課外活動でやってる電話相談室なので、なかなかそんな大人な質問に答えるのは難しいところもあるんですが……」


「そうなんですか」


「でも、悩みを聞くことはできますから、私でよければどうぞ」


「でも処女じゃなー」


「うー」


「なんていうのは冗じよう談だんです。聞いてください」


「はい。赤面しないようにがんばりながら聞かせていただきます。それで？」


「ええと、私の彼って、大学生なんですけど……」


「大人ですね」


「一か月前に通学路で声をかけられて、つきあうようになったんです」


「なるほど。じゃあ相談者さんは、学生さんなんですね」


「はい。小学五年生です」


「ほうほう、小学五年………………って、え？」


「最初は楽しかったんですけど、でも、最近は小四のときにつきあった彼とのときのほうがよかったなぁって」


「って、え？」


「だからどうしようかなーって。ねえ相談員さんだったら、どっち選びます？　大学生と、同級生」


「って、え？」


「いっそどっちとも別れて、相談員さんくらいの年ねん齢れいの人と付き合おうかな～」


「ちょちょちょちょ、待って。ちょっと待って。あの、ちょっとこれ、ええと、通報とか、そういうレベルの話だよね？　えと、あの、どうしよ。アレがマンネリって、ええと～その～、そういうことだよね？　小学生と、大学生が？　あー、えーとあのー、どうしよう。私ってばその、最近の若い世代のあまりにすっごい大人っぷりにショック受けちゃってまともに対応できな……」


「あの、ちょっと小声すぎて聞こえないんですけど」


「あーあーあー、す、すみません。電話の調子、悪いのかなー。ええと、ちょっと聞いていいですか？」


「はい」


「んと、えと、一応、念のためにもう一度確かく認にんしておきますが」


「はい」


「大学生の彼氏とのアレが、マンネリしてきてるんですよね？」


「そうなんです。もう、彼とのアレが毎日ワンパターンで……」


「ちょちょちょちょ、ストップ！　そこまで！　胸がドキドキしてきちゃうから！　主に通報的な意味で！」


「通報的？」


「いやいやいや、なんでもないです。なるほどね～。わ、ワンパターンなんだ～」


「そうなんです。どうしたらいいでしょうか？」


「んーと、えーと、ちょっと待ってね………………あ～、まず相手の名前とか大学聞き出して、で、通報しなきゃいけないんだけど、どうしよ。うまく聞き出せるかなぁ」


「あの、また声が……」


「あ、あ、あー、これでどうですか？」


「あ、聞こえます聞こえます」


「よかったです。ええとそれじゃあ、なんだったっけ。ええとー、とりあえず聞いてもいいでしょうか？」


「はい」


「そのマンネリ気味な彼は、大学でなに勉強してる人なんでしょ？」


「え？　あー、なんていってたかなぁ……なんかすごく難しいこと勉強してたような」


「でも、たぶん宮みや阪さか大学の人だよね？　毎日アレしてるってことはその、近い大学の人だもんね？」


「え？　違ちがうよ。宮阪大学じゃないよ」


「違うの？」


「うん。たしかケンブリッジ大学っていってたような」


「はぁ？　ケンブリッジ？　って、それイギリスなんだけど」


「そうそうそう、イギリス人って言ってた。顔見たことないんだけどね」


「はぁ？　顔見たことない？」


「うん」


「ちょっと待って、ええと、彼と毎日、なにがマンネリしてるっていったっけ？」


「アレ」


「そのアレって、なんだっけ？」


「そりゃチャットのことだけど」


「ってチャットかぁあああああああああ！」


「で、彼とのチャットが毎日マンネリしててね。彼、音楽の話ばっかりするんだけど、私ギターとか興味ないっていうか」


「あー、その前に、お姉さんの話ちょっと聞いてくれるかな？」


「なに？」


「とりあえずいまから、私が処女の素す晴ばらしさについて熱く語るので、聞いてください」


「えー、うざーい。ガチャ」


　プープープー。


「……んと、いいけど……いいけどさー」
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　今回の電話相談員──紅くれない月げつ光こうの場合





「俺だ」


「……俺？　ええと、ここ、電話相談室じゃ」


「そうだ」


「ちょっと相談したいことがあるんだけど」


「俺のほうにはない」


「え？」


「ガチャン！」





　プルルルル。





「俺だ」


「てめぇ、なに勝手に切っ……」


「ガチャン！」





　プルルルル。





「俺だ」


「な、なんなんだよてめぇは！　ちゃんと相談受けつ……」


「黙だまれクズ」


「なっ」


「ガチャン！」





　プルルルル。





「俺だ」


「……月光君か？」


「そうだ」


「校長だが」


「なんの用だ？」


「あの、電話相談室の対応が悪すぎると、苦情がきているのだが」


「知ったことか」


「いやでも、今回のこの電話相談室は、《軍》のほうからやるよう命令された重要な仕事なんだよ？　君があまりにも命令違い犯はんや問題行動を起こしすぎるから、精神的に問題があるんじゃないか、と《軍》は心配してるんだ。異界と接点が多いと、異お常かしくなっちゃう人多いらしいし。だから普ふ通つうの人間の、普通の悩みを聞くことで君に少しは人間味を取り戻もどしてもらおうと……」


「馬ば鹿かが。この性格は生まれ付きだ」


「それはそれで、もっとまずいような……」


「それに、手て後おくれだったな。俺はすでに人間ではない」


「え？　まさか……!?」


「その、まさかさ」


「じゃ、じゃあ君は一体……」


「天才だ」


「………………」


「人間を超ちよう越えつした、天才に生まれてしまったんだ、俺は」


「………………よし、わかった。とりあえず、このリハビリをもう少し続けてみよう」


「殺すぞおまえ」


「手はじめに私の悩みを聞いてくれ」


「薄うす毛げだろう？」


「ま、まだ私はなにも言っ……」


「見ればわかる。おまえの悩みは、薄毛だ。間ま違ちがいない」


「あ、あの」


「全校生徒がおまえがかつらだということを……」


「うわあああああん!?　ガチャン！」


「…………」





　プルルルル。





「俺だ」


「あ、あの、相談があるんですけど……」


「俺のほうにはない、が、聞こう。仕事だからな。盗とう聴ちようしてる《軍》の馬鹿どもも、俺の人間らしさを、耳をかっぽじって聞いているがいい」


「……え？　と、盗聴されてるんですか？」


「雑ざ魚こがくだらない心配をする必要はない。それより悩みを言え、女」


「あ、はい……その、恋れん愛あいの相談なんですが……」


「得意分野だ」


「ほんとですか？」


「俺に苦手な分野はない。話してみろ」


「はい。えと、好きな男の子がいるんですが」


「雑魚は雑魚同士くっつきたがるからな」


「その男の子とは、小学生のときからずっと、家が隣となり同どう士しで。会ったときからずっと、彼のことが好きで」


「ふむ」


「でも私、ほんとは彼のこと、裏切ってて。好きなのに、彼を裏切り続けてて」


「ああ、なるほどな」


「……え、いまの話で、状じよう況きようがわかったんですか？」


「当然だ。俺は天才だからな。つまりおまえはスパイで、しかし間ま抜ぬけなことに、取り入る相手に恋こいをしてしまったと、そういうことだろう？」


「…………」


「図星だな」


「……はい。どうしたら、いいでしょうか？」


「簡単だ」


「簡単、ですか？」


「ああ」


「じゃあ教えてください。私はどうするべきでしょうか？」


「おまえの、好きにすればいい」


「…………」


「本当はもう、答えは決まってるんだろう？　なら、その通りにすればいい。優先順位をつけて、おまえにとって一番大切なものから順に守ればいい。それで解決だ」


「…………」


「他の奴やつらの意見や事情などクソくらえだ。おまえの好きにしろ。おまえの世界は──」


「…………」


「おまえの世界は、おまえを中心にすべてが回っている。だから、悩む必要はない。回答は、以上だ。他に悩みはないか？」


「……ありません」


「なら電話を切るぞ」


「はい」


「じゃあな」


「あ、あの」


「なんだ？」


「なんか……なんか、救われました。ありがとうござい……」


「……礼などいらん。仕事だ。ガチャン！」








　プルルルル。





「俺だ」


「月光くん」


「また校長おまえか。今度はなんの用だ」


「いや～、いまのよかったよ～って、伝えたくてさぁ。君もやればできるじゃ……」


「殺されたくなければ、それ以上喋しやべるな」


「《軍》の方々も、いまの対応で少し、安心したようだよ」


「俺の演技にまんまと騙だまされたか」


「演技、ねぇ。まあいいけれど。とにかく、電話の回線を、止めるってさ。君はまだ、正常のようだ」


「当然だ。なら、やっとこのくだらないガキのお遊ゆう戯ぎは、終しゆう了りようか？」


「そうなるね」


「それはよかった」


「じゃあ月……」


　ガチャン！
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温泉ノート１　ドキドキの前夜




「ねねね、ゲッコー、どうしよう！」


　と、美み雷らいが悲ひ愴そうな顔で叫さけんだ。


　場所は月げつ光こうの、自宅。


　リビングのソファで、月光はコーラを飲みながらテレビでニュースを見ている。


　時刻は深夜十二時半。


　ちなみに明日あしたは、どういうわけか生徒会委員の面々と、箱はこ根ね温泉へ二泊三日で旅行へいく予定が入っていた。


　なぜそんなことになったのかは、なにやら泉いずみのせいでカレー屋で大食いにチャレンジさせられたり、その景品に温泉旅行の旅があったり、といろいろあったのだが、まあ、それはいまはどうでもいい。


　とにかく明日は、箱根温泉なのだ。


　そして駅には朝六時集合の予定で、もう、寝ねる必要がある。


　といっても風ふ呂ろはもう入ったし、荷物の準備も終わっている。あとはいま飲んでいるコーラを飲みきったら、歯を磨みがいて、寝るだけ──のはずなのだが、いま、目の前に、部屋で明日の荷物の準備をしていたはずの美雷がまた、


「ねねねゲッコー、どうしよう！」


　と、困った顔で言ってきていて。


　その美雷の顔を月光は見る。それから缶かんに残っていたコーラを一気に飲み干し、美雷を無視して、


「さて、歯を磨……」


　と、ソファの彼女がいるのとは反対側へと立ち上がろうとするが、


「ねねねねゲッコーゲッコー！」


　彼女はものすごい速さで回りこんでくる。


　それに月光は顔をしかめ、それからもう一度後ろを向いて、


「歯を磨いて寝……」


「ゲッコーどうしよう！」


　また、前に回り込まれてしまう。


　それに月光は小さくため息をつき、それから美雷の困り顔をにらみつけ、言う。


「俺はもう眠ねむいんだ。馬ば鹿か悪あく魔まに付き合ってる暇ひまは……」


「んとんと、でもでも、あの、大変なことが……」


「起きてない。というか、どうせ明日の旅行の荷造りがまだ終わってないとか、そんな話だろう？」


「う？」


「そしてその問題についての俺の考えを教えてやる──知るか。一人で準備しろ。できなきゃおまえ一人で留守番だ」


「嫌いやだぁあああああああ！」


　と泣きそうな顔で美雷が叫ぶので、どうやら本当に全部図星のようだった。


　そしてそれに月光はうんざりとため息をつく。


　なぜなら今日、夜、こんな面めん倒どうなことには決してならないように、と、夕方のかなり早い段階から、急いで荷造りしろ、と美雷には命じていたはずなのだ。


　さらには旅行に必要なものリストをわざわざ紙にプリントアウトして、渡わたす、などという手間までかけたのだ。


　そしてそれに美雷は、わかったー☆　と勢いよく言って、鼻歌交じりに部屋でごそごそしていたはずなのだが。


「本当に、荷造りが終わってないのか？」


　と、月光が聞くと、美雷の表情がぱっと明るくなって、


「て、手伝ってくれるの!?」


「まだ手伝うとは言ってない」


「う～」


「とりあえずどこまで終わってるか、教えろ。おまえの部屋にいくにも、心の準備がいる」


「んとんと、お、お腹なか減ったときようのお菓か子しはもう鞄かばんに入れ……」


「そんなもの入れろとリストに書いた覚えはないが？」


「うう」


「いいから俺が渡したリストベースで話をしろ。リストのどこまで荷造りを終えた？」


「えっと」


「ふむ」


「リストのね」


「うむ」


「リストがね」


「早く言え」


「あの、り、リストがね……荷造りしてたらどっかいっちゃっ……」


「殺すぞおまえ」


「あう～、ごめんなさいいいい」


　と、美雷が申し訳なさそうな顔で言うが、どれだけ申し訳なさそうな顔をしたところでいまから月光が荷造りしなければならないことには変わりなくて、


「いま、何時だ？」


　と改めて壁かべにかかっている時計を確かく認にんする。


　すると時刻は十二時四十分だった。


　そして、明日起きるのは朝五時のはずで。


「まったく……」


　と、月光は立ち上がり、美雷の部屋のほうへと向かう。


　すると美雷は後ろからちょこちょこついてきながら、


「んとね、でもね、鞄もうパンパンまで詰つめててね」


　などとなにか言っているが、聞く必要はない。この馬鹿悪魔の言葉を一つでも真に受けて期待すれば、どうせあとでがっかりするのは間ま違ちがいないのだから。


　たとえばいま、彼女は鞄パンパンぐらいまでは準備が終わっていると言った。


　だが、月光が用意したリストのものをつめた場合、鞄の半分ぐらいまでしか埋うまらないはずだった。少し余よ裕ゆうを作り、帰りにこいつが欲ほしい欲しいと喚わめき散らすであろうお土産みやげを入れる空間まで用意してあったのだ。


　だが、いま、すでに鞄はパンパンなのだという。


　それに月光は、リビングから抜ぬけ、廊ろう下かを通って玄げん関かん前にある美雷の部屋へと入る。


　すると物取りが入ったあとのように物が引っ繰くり返っている光景が目に入り、彼は軽いめまいを覚える。


　いや、実際に頭を押さえる。


　さらにベッドの上に旅行鞄がのっており、その鞄から荷物があふれ出している。その中のいくつかが、廊下からも見える。


　うまい棒。


　ポテトチップス。


　水みず鉄でつ砲ぽう×七丁。


　バドミントンのラケット×七本。


「…………」


　いったいこいつは、どこへいくための荷造りをしていたのか？


　月光が後ろに付き従っている美雷のほうを見下ろす。


　すると美雷はちょっとだけ自じ慢まんげな顔で、


「ね？　ね？　あとちょっとでしょ？」


「…………」


「みんなでね、みんなでバドミントンできるしね」


「…………」


「あとあと、サッカーもするかもしれないからね」


「サッカー？」


「うん！」


　とうなずく美雷を見つめ、それから彼は部屋に入る。鞄の前までくる。すると確かに、鞄にサッカーボールが入っている。他にもガラクタで溢あふれ返っている。


　その鞄を手に取り、月光はそのままぐるっと、ひっくり返す。


「あ！」


　と美雷は叫ぶが、無視して出てきたガラクタを手でベッドの上から払はらう。


「あああああ！　せ、せっかく荷造り……」


「いいからおまえは黙だまれ！」


「あう？」


「そして質問に答えろ。まず、風呂に入ったか？」


「えと……」


「まだだな。なら、入ってこい。歯も磨いてこい。それまでに全部終わらせておく」


「え、でもそれじゃゲッコーが……」


「いいから早くいけ！　明日留守番にするぞ！」


「嫌だぁあああああああああ！」


「ならいけ。すぐいけ」


「あうあうあ、は、はい！」


　と、命じられて、美雷はドタドタと廊下を走っていく。そしていなくなったと思ったらまたドタドタと戻もどってきて、


「んとんと……」


　しかし言葉を遮さえぎって、月光は言う。


「風呂を出たあとの着き替がえだろう？　そのついでに、下着をこの鞄に詰めろ。二泊分だ。ああ、でもガキなおまえはおねしょをするからもう一枚……」


「おねしょなんかしないもぉおおおおおん！」


　と叫さけぶ。


　その美雷に月光は鞄を差し出し、


「ほら」


　と、言う。


　すると美雷はこくこくうなずき、


「わかった」


　と、部屋の押しれを開ける。簞たん笥すを開こうとして、手を止め、それからなぜか顔を真っ赤にして、


「あ、あ、ゲッコー、でもあの、あ、あたしの下着見ちゃ……」


「ガキのパンツなんか見るか」


「あたしガキじゃないもんね～！」


　なんて言うが、とりあえず目を向けていては状じよう況きようが進まなそうなので、顔をそむける。


　すると背後で美雷が簞笥を開ける音がする。


「んしょ、んしょ」


　と、ごそごそして、鞄に詰める音がする。


「い、いいよ」


　と言ってくるので、目線を戻すと、鞄にＴシャツにくるまれたなにかの塊かたまりが入っていて、


「入れたか？」


「う、うん。あ、でも丸まってるシャツ開けちゃ……」


「開けない。そんな暇はない。いいからおまえは風ふ呂ろへいけ」


「えと」


「早く！　寝ねる時間がなくなるぞ」


「わ、わかった！」


　と、再び走っていく。それを見送ってから、月光はもう一度部屋を見回す。


　やはり部屋は、武装強ごう盗とう団に襲しゆう撃げきされた直後かのような散らかりようで。


「……はぁ……この部屋の片付けは、帰ってきてからだな……」


　と、うめくように言う。


　そして彼はごそごそと一人、荷造りを始める。頭の中に残っている旅行リストに従ってテキパキと荷物を詰めていく。


　といっても、たった二泊三日だ。そんなに時間はかからないはずだ。美雷がいったい、夕方からなにを何時間もかけていたのかはわからないが、三十分もあれば、通常なら荷造りが終わるはず──


　終えて、寝れる、はずなのだが。


「…………」


　しかし、あまりの部屋の散らかりように、その詰める荷物がどこにあるのかがなかなかわからなくて、妙みように時間がかかってしまう。


　仕方がないのでほんの少しだけ部屋の掃そう除じを始める。


　部屋の扉とびらを閉め、そこにいらないものをまとめていく。


　さらに必要なものをベッドの上へ。


　いつか使いそうなものは、ベッドの下へ。


　と、そこで、美雷が風呂から出てきて、


「ゲッコー、あたしお風呂から出……」


「部屋に入るな！　扉を開けたら、殺すぞ」


「へ？」


「いま、重要な局面だ。おまえがこの状況で入ってくればまた部屋が散らかるだろう。だから入るな」


「でもでも」


「でももクソもない。おまえはソファか、俺のベッドで寝ろ。いますぐ寝ろ。俺は片付けに忙いそがしい」


「んと、だけど荷造りが……」


「それは俺がやっておく。いいから、寝ろ。邪じや魔まだ」


「あの、あたし……」


「いいから早く寝ろ。それともやはり、明日あしたは留守番が……」


「やだぁああああああああ！」


「じゃあ寝ろ」


「うー」


「返事は？」


「は、はい！」


「寝ろ」


「はーい」


　と、廊下から声がする。ドタドタ走り去っていき、しかしまた足音が戻ってきて、


「げ、ゲッコー」


「早く寝ろと言って……」


「あのあの、に、荷造りできなくて……ごめんね」


　と、少しだけ殊しゆ勝しような声こわ音ねで言ってきて、


「あ？」


　と、彼は部屋の閉められた扉のほうを見る。そして、その向こうにいるであろう、風ふ呂ろ上あがりはちゃんと髪かみを乾かわかせと言っているのにいっこうにドライヤーの習慣が身につかないガキ悪魔の濡ぬれた髪を想像して、言う。


「余計なことは気にせず寝ろ。荷造りはしておいてやるから」


「んと」


「あと、頭濡れたまま俺のベッドで寝たら殺すからな」


「あ、あの……か、か……髪は、乾かしたよ？」


「ほう。珍めずらしく言いつけどおりに動けたか。よくやった」


「えへへ、褒ほめられた～」


「その調子で、さっさと寝ろ。俺の邪魔するな」


「はーい。じゃあゲッコー、おやすみー」


　と、美雷が踵きびすを返し、また走り去る音がする。


　そしてどういうわけか、風呂場のほうからドライヤーの音が聞こえ始めて。


「………………まあ、いつものことだが」


　なんて呟つぶやいてから、彼は再び、掃除を始めた。


　するとあれほど散らかっていた美雷の部屋が、みるみるうちにキレイになっていく。


　なにがどこにあるかがわかりやすく。


　必要なものは取りやすく。


　きちんとルールを守って生活すれば、効率よく動けるように部屋を片付けきり──


　それからやっと、彼は美雷の明日の旅行の荷造りを始める。


　だが、完かん璧ぺきといっていいほど効率化したその部屋で荷造りするのは、ひどく簡単だった。


　簞笥を数回開けるだけ。


　たったそれだけで、すべての旅行用の荷物を手に入れることができる。


　荷造りにかかった時間は、たったの７分だった。


　その、自分でもほれぼれするほどの部屋の効率っぷりに、


「よし、これでいいだろう」


　と、彼は満足気にうなずく。


　美雷の旅りよ行こう鞄かばんを閉じようとして、しかし、少し余った隙すき間まに、美雷が持って行きたがっていた水みず鉄でつ砲ぽうを、一丁だけ入れてやる。


　バドミントンのラケットやサッカーボールは絶対に必要ないだろうが、水鉄砲は、温泉旅行ではおもしろいかもしれないと、鞄に水鉄砲を入れ、そしてフタをしめる。


　それから少しだけ額ににじんだ汗あせを拭ぬぐうと、


「……ふぅ、これでやっと、俺も寝れるか」


　と、彼はため息がつく。


　顔を上げる。


　するとカーテンからは、うっすら明かりが漏もれてきている。


　部屋の時計を見ると、時刻は朝四時だった。


　ちなみに起きるのは五時の予定で──


　それに月光は、ちょっとだけうんざりしたように顔をしかめ、


「……起きるのは、五時半にしよう」


　と、ポケットの携けい帯たいを取り出す。


　アラームを五時半に設定しなおす。


　小さくあくびをし、そのまま美雷のベッドに寝転がる。


　そして目を閉じると、


「……もしくは、明日はむしろ俺だけ留守番に……」


　と言いかけたところで一気に眠ねむ気けが襲おそってきて、彼は落ちるように眠りについた。





　果たして彼は明日──というか一時間後、起きて温泉に向かうことができるのだろうか？





温泉ノート２　駅弁を食べたあとの話




　流れゆく景色。


　都会からどんどんと離はなれていき、田園や山、川といった自然の風景が増えていく。


　そんな窓の外の様子を、ちょっとだけ黄昏たそがれたような顔で見つめながら、


「ああ、ああ、なんということでしょう。私はついに、箱根温泉へといってしまうのね」


　などと電車の中、泉は呟いた。


「まだ高校生だというのに……男女混合で、温泉。男四・女三で温泉。なんかそれって、それって……」


　と、顔をあげる。


　それから車内を見る。


　するとそこには言葉どおり、男四・女三の比率で生徒会の仲間たちがいる。


　月光、美雷、大たい兎と、ヒメア、セルジュ、ハスガ、自分、の七人。


　ちなみに席順は、こう。


　向かいあわせにした席に、セルジュ、ハスガ、自分、美雷。


　通路をはさんだ向こう側で向かい合わせにしてる席には、例によって例のごとくイチャイチャしまくっている大兎とヒメア、月光と空席──という席順。


　月光だけ独り、向こうの窓まど際ぎわでひどく眠そうにしているが、その月光に聞こえるように、彼女は言う。


「なんかそれってすっごい、青春って感じ、しない？」


　するとそれに、美雷が横で、


「せいしゅーん！」


　と、叫さけぶ。


　するとさらにセルジュが、


「せいしゅーん！」


　と叫ぶ。


　それから泉、美雷、セルジュの三人で、ハスガのほうを見る。


　ハスガはそれに、


「……な、なんだよ」


　などと言うが、それに横でセルジュが、


「もちろん、せいしゅーんって……」


「叫ばね……」


　が、無視してまた三人で、


『せいしゅーん！』


　と、泉たちは拳こぶしを掲かかげて叫ぶ。


　ちなみにこの車両にはいま、他の客はいなかった。


　シーズンオフの、それも平日のせいか車内はガラガラで、もう、彼女たちはやりたい放題だった。


　そしてそれを、うるさそうに月光が見てくる。その月光に、泉は聞く。


「ねねね、月光ぽん」


「…………」


「なんでそんな眠そうなの？」


「…………」


「あ、もしかしてあれでしょ？　昨日、旅行が楽しみすぎて、子供みたいに興奮して寝ねれなかったんでしょ～」


「…………」


「それともあれかな。明日は女子と温泉だーってエロいこと考えすぎて寝れなかったとか。でもあれだよ？　言っとくけど私、私、そんな簡単な女じゃないんだからねっ！」


「…………」


「といってもドスケベ月光ぽんのことだから無理矢理夜中に部屋に侵しん入にゆうしてきたり……」


「ああもう、うるさいな。いつまで続くんだ？」


　と、やっと反応してくれたので、泉はにっこり笑って、


「だって無視するんだもーん」


　と言う。


　するとやはり美雷も楽しそうに、


「だもーん！」


　と言って、笑う。


　それに月光はうんざりしたようにため息をついてくるが、泉は続ける。


「で、なんで眠そうなの？」


　と聞くと、美雷が、


「んとね、あのね、ゲッコーね、あたしの……」


　しかしそこで、慌あわてたように月光が、


「美雷！」


　と、怒ど鳴なる。


「あう？」


　それで美雷の言葉が止まる。


　そしてそれに、


「…………」


　その、あきらかに昨日の夜、なにかがあった二人の様子に、泉はハスガとセルジュのほうへと身を寄せ、小声で、


「ちょっといまのお聞きになりまして？　あの二人、なにやら昨日、寝ないでエロエロなことを……」


「聞こえてるぞ？」


「あは。聞かせてるんだよ？」


「はぁ……」


　と、本当に疲つかれたように、月光はため息をつく。どうやら彼は本格的に寝不足のようで、泉は言う。


「ねね月光ぽん」


「なんだ？」


「あの、そんな眠いなら、寝てていいよ。ついたら起こしてあげるし」


「言われなくても寝る。だからおまえら、少しは静にし……」


「さあトランプ大会はじめるぞおおおおお！」


「貴様ら……」


　しかし無視で、泉は鞄からトランプを取り出す。


　すると横にいた美雷が目をキラキラさせて、


「トランプ大会だぁああああああああああ！」


　と叫ぶ。


　それにセルジュがパチパチと拍はく手しゆする。


　ハスガも、それなりに楽しそうな顔をしている。


　それを月光がうるさそうな顔で見て、それからこちらから目をそむける。


　しかし彼の正面にはさらにうるさい二人が座っている。


「はい、あーん。大兎、あーん」


「えー、もうポッキーいらないよー」


「じゃあじゃあ今度なに食べる？」




[image: ]


「んと、お弁当も食べたし、おなかいっぱいかな～」


「でも私、大兎にあーんしたいもーん」


「んー」


「あ、あ、じゃあチューは？　チューだったらお腹なかいっぱいにならないよ？」


「え？　あの、ちょ」


「チュー」


「ちょちょちょちょ」


「もしくはギューしよ、ぎゅーぎゅー」


「んとんと」


「もしくはもしくはチューを」


「待って待って」


「あとはギューチューみたいな？」


　なんていう、完全に同じような展開をもう延々と大兎とヒメアの二人は続けていて。


　そしてそれに月光が、


「……まったく、いったいこれは、なんの拷ごう問もんなんだ？」


　などと呟つぶやくのが、聞こえる。


　そしてそれに泉は笑って、


「うるさくて寝れないなら、こっちで一いつ緒しよにトランプする～？　大だい富ふ豪ごうやるんだけど」


　と、聞く。


　すると月光はこちらを見て眠ねむそうなまま、


「はっ、なんで俺が生まれついての貧ひん民みんどもと大富豪をやる必要がある？」


「ま～たそういうこと言う」


　それに美雷がトランプ片手に、


「ねーねーゲッコーもやろうよー」


「お断りだ」


「ねーねーねーねー」


「どうせ結果は見えているしな」


　とそこで、ハスガが言ってくる。


「とかいっておまえ、負けんの怖こわいんじゃねぇか？」


「あ？　誰だれにものをいってる？」


　するとそれに、泉が笑って、


「あ、そっちの言い方だと反応するんだ。じゃー、負けるのが怖いんだろー！」


　と嬉うれしそうに言い、さらに美雷が、


「だろー！」


　と続け、さらにセルジュが、


「だろだろー」


　などと言って。


　そしてそれに月光がうるさそうに耳を押さえ、それからにやりと笑って、


「ああもう、雑ざ魚こどもがうるさいな。いいだろう。身の程ほどを教えてやる。だが負けた奴やつらはこの電車のなかで一言もしゃべらず、ずっと静かにする──という罰ばつゲームを課すからな」


　そう言って立ち上がり、自信満々でこちらの席のほうへとやってくる。


　それでトランプのメンバーはそろった。


　泉、美雷、セルジュ、ハスガ、月光の五人だ。


　ヒメアはまるで参加する気はなさそうだが、大兎はちょっとだけ興味がありそうだった。


　だから泉は聞く。


「大兎っちも入る？」


「あ～、じゃあ、入れて～」


「おっけー。ほいじゃー、第一回、宮みや阪さか高校大富豪勝負！　はじまりまぁああああす！」


　ともう、旅行はのっけから大盛り上がりだった。


　ここのところずっと重い事件や問題ばかりと生徒会は対たい峙じしていたせいか、誰もがみんな、楽しそうにしていて。





　そしてそれから三十分ほど、時間が過ぎた。





　もう、電車は目的の駅に到とう着ちやくする、直前くらいの時間になっていた。


　ちなみに泉はその三十分の間、ずーっと富豪という結果だった。


　つまり、ずっと二位だった。


　一方月光はそのたった三十分で、貧民を一回、大貧民を四回経験していた。


　そして最後の最後の試合も月光が大貧民、という結果が出たところで、


「……………………よし、全部終わりだ。学校に帰るぞ」


　と怒おこったように立ち上がる彼を、みんなで爆ばく笑しようしながら止めて。


　そこでついに、


『箱はこ根ね湯ゆ本もと～、箱根湯本でございます』


　電車は箱根へと到着した。





温泉ノート３　青春に免許はいるか？




「えーとこれ、いいのかなぁ……」


　と、大兎は呟いた。


　場所は駅だ。


　箱根の駅。


　そこでいま、事件が起きている。


　目の前に一台のミニバンが停とまっており、その運転席に月光が座って、


「さあ、クズども、さっさと荷物を載のせろ」


　開けた車の窓から、そんなことを言ってくる。


　だがそれはあきらかにおかしかった。


　だって、日本の法律では確か、自動車を運転するための免めん許きよ証しようは十八歳からしか手に入れることができないはずなのだ。


　しかしいま、宮阪高校の詰つめ襟えりの制服をきっちりと着込んでいる──あきらかに見た目高校生の月光が、ミニバンの運転席に座って、眠そうにしていて。


「なぁ月光」


　と、大兎は聞く。


　すると月光はやはり眠ねむ気け眼まなこをこちらに向けて、言う。


「なんだ？」


「おまえ、確か俺と同い年だよな？」


「そうだが、それがなんだ？」


「ってことは、十六歳ってことだよな？」


「そうだ。まあ、脳みそのレベルはミジンコと神くらいの差が……」


「いやそういうのはどうでもいいんだけどさぁ」


　と大兎はため息をついてから、もう一度聞く。


「おまえ、自動車の免許、持ってないだろ？」


「そうだな」


「この車、まさか運転するつもりじゃねぇよな？」


　そう聞くと、月光がやはり眠そうな、めんどくさそうな顔であっさり言う。


「そのつもりだが、なにか問題があるか？」


「っていや、問題ありまくりだろ」


「たとえばどこに？」


「だって未成年の無免許運転は犯罪じゃ……」


　が、それを遮さえぎって月光が言う。


「それは誰が決めたルールの上での犯罪だ？」


「は？」


「国か？　だが俺は国よりも上位に存在している天才だ。つまり俺は国からの命令を聞く必要はないわけだな」


「いや、おまえいま、すげぇ馬ば鹿か発言を始めたよな？」


　しかしそこで、月光は懐ふところからなにかを取り出す。それはカード状の何かで、


「へ？　なんだ、それ」


　と、大兎はそのカードを見る。


　するとそれはどうやら、免許証のようだった。月光の写真、生年月日、運転できる乗り物の種類が書かれていて。


「なんだ、これ……」


　そう大兎がきくと、月光は言った。


「国の上層部の奴らを脅おどし、手を回して、俺専用の免許証を発行した。この免許証があれば、ありとあらゆる乗り物に乗り放題だ」


　と、まるで遊園地の乗り物乗り放題くらいの軽い口調で月光はそう言う。


　そして確かにその免許証には、すべての乗車物を運転することを許可する、なんていう、他では見たことがない言葉が書かれていて。


「はぁ、ンなもんまでおまえ、発行できるのか」


　と言うと、月光は肩かたをすくめ、


「俺に不可能はない」


　と、やはり一いつ般ぱん人が言ったらアホに聞こえてしまいそうな発言をあっさりしてくる。


「ふーん、まあ、許可取ってるならいいけどさぁ。え、じゃあ、まじで箱根観光は車でやんの？　高校生なのに？　それってなんか……


　そこで後ろから、泉が言ってくる。


「大学生っぽいねー！」


　それに大兎は振ふり返り、


「ああ～、そうね、そうそう。なんか大学生っぽいよな。大学生がどんなもんかなんて俺にはわかんないけど」


　すると泉が言う。


「私が少女漫まん画がで見たには……」


「少女漫画の知識かよ」


「あは、少女漫画で見たにはねー、大学生の男の子がヒロインにちょっかいかけてきて、それに同級生の彼氏がよく一喜一いち憂ゆうするんだよね～。ほいでほいですったもんだがあったあげくに、『だ、だって俺、あいつみたいに車の免許とか持ってないし、大人でもないし』とか彼氏が言って、それにヒロインが『そんなの関係ないよ！　私は○○君が好きなんだから！』とか言って、二人は初めてのチューとかして、で、車を持ってる大学生が、『ちっ、あいつらにはかなわねぇな』って言う、と。さあ、そんな青春どうよ！」


　と熱く語る。


　そしてそれに月光が、


「馬鹿どもの戯たわ言ごとには興味な……」


「いやいやいや、免許持ってる月光ぽんが言うべきセリフは、『ちっ、あいつらにはかなわねぇな』だよ？」


「あ？」


「さささ、言ってみ？　かなわねぇなって、言ってみ？」


　と嬉しそうに言う泉のほうを月光は見て、それから、


「…………」


　無言で車の窓を閉め始めて。


「ちょっと待ってーん☆」


　泉が笑う。


　さらに車の後ろからハスガが顔を出して、


「おい大兎、全員の荷物積み終わったんだけど、おまえの積まねぇのか？」


　と言われて、大兎はそちらを向く。


「あ、俺のもまだ乗る？」


「まあ～、どうかな。押し込めばなんとか」


「じゃ、頼たのむ～」


「んじゃ投げろよ」


　と言われて、大兎は荷物を投げる。ハスガがそれを受け取って、車に積んでくれる。


　とそこで今度は背後から、女の子二人の声がする。


「大兎～[image: ]」


「ゲッコー☆」


　コンビニに、道中のおやつや飲み物を買いだしにいっていたヒメアと美雷が戻もどってくる。


　というか、あきらかに買い物に向いてないと思われる二人が買い出しにいってしまったのだが、二人は無事、両手にビニール袋ぶくろいっぱいお菓か子しを持って帰ってきていて。


　ヒメアが言う。


「ねねね、大兎がね、好きそうなね、お菓子一生懸けん命めい選んだよ！」


「あ、ほんとに？　ありがと」


「焼きそばパンとかねー」


「ってそれお菓子じゃないけどね」


　瞬しゆん間かん、ヒメアの目が、ショックで大きく見開き、


「え、嫌いやだった？」


「っていやいやいやいや、嬉うれしいよ？　大だい丈じよう夫ぶだよ？」


「あは[image: ]」


「あとね、あとね」


　が、そこでミニバンの窓が、どんっと殴なぐられる音がする。


　そちらを見ると、月光がやはり眠ねむそうな顔のまま窓をたたいてきていて。


「あ、早く乗れってさ。じゃあヒメアが買ってくれたのは、車の中で見せてよ」


「うん！」


　と、彼女は嬉しそうに笑う。大兎の腕うでに抱だきついてくる。抱きつかれたままだと、車に乗るのはちょっとめんどくさそうだったが、しかし、


「ヒメア」


「なにー？」


「車乗りにくいから、ちょっと手を」


「やだ」


「えーと」


「やだ」


「まあ、いつも通りだよねぇん。んじゃこのままいこか」


「うん[image: ]」


　と、彼女は嬉しそうにうなずく。ミニバンのスライドドアを開けて、中に乗り込む。


　すると車の三列目にはすでに、ハスガが乗っている。


　二列目の一番端はしには泉がいて、そこに隣となり合うように大兎が乗り込もうとすると、


「えと、んと、あの」


　と、ヒメアが慌あわてて大兎を引っ張る。そのままくるっと大兎と体を入れ替かえてヒメアが席の真ん中に座る。


　それに大兎は首をかしげ、


「あれ、なんで……」


　と聞きかけると、彼女はちょっとだけ恥はずかしそうに、


「んと、他の女の子が、大兎に触さわるの、嫌だから……」


　なんて言う。


　まあ確かに二列目シートに三人乗ったらぎゅうぎゅう詰づめで、泉の体とくっついてしまうだろうが、


「あー、まあ、そうか」


　と、大兎はうなずく。


　するとその向こうで泉が、


「とかなんとかいって、ヒメちゃんは私とくっつきたかったんでしょー[image: ]」


　と、ヒメアの腕に抱きつく。


　しかしそれにヒメアは、大兎に接しているときとはまるで違ちがう冷たい顔で、


「ちょっと、下等な人間の分際で、私にくっつかな……」


「やだもーん」


「ちょ」


「ほれほれ、私ともギューしよ、ギュー！」


「なっ……ちょ、やめ……」


「ギュー！」


「……もぉ」


　と、うっとうしげにしつつも、最近のヒメアは、泉や他の生徒会のメンバーたちに対しては、強くは反はん抗こうしない。というか、特に泉に対しては心を少しだけ開いているようで。


　初めてこの生徒会にきたときはあんなにも人間が嫌きらいだったのに、いまはあんなに人間に抱きつかれてもただ、困ったように──それでいて、少しだけ楽しげにヒメアは笑う。


　その顔を見て、そんなほのぼのした光景を見て、大兎は微笑ほほえもうとした、矢先。


「いいから早く乗れ雑ざ魚こ！」


　なんか、怒ど鳴なられた。


　さらにその、怒鳴った月光の運転席をヒメアが後ろからバンッと蹴けって、


「なにいまの？　誰だれに怒鳴ったのかしら？」


「ああ？」


「もし大兎を雑魚と呼んだのなら……」


「呼んだのなら、どうする？　馬ば鹿か魔ま女じよ」


「殺すに決まってるでしょ、人間」


　なんて微笑ましい光景から一転、あっさりいつもの険悪ムードに突とつ入にゆうしようとするのを、


「いやいや、ちょっと待った待った、いま乗るから！」


　大兎はあわてて車に乗り込んで、止める。


　するとヒメアは、


「大兎だー[image: ]」


　と抱きついてきて、それに大兎ははぁっとため息をつく。


　そして最後に、トイレにいく、と言ってしかしあきらかにトイレの方向じゃない、女子大生の集団のほうへと突入していったセルジュが戻ってきて、


「遅せぇよ兄貴！」


　と、ハスガが怒鳴る。


　するとセルジュが、


「いやいやでも、念のために、女子大生のメアドくらいは手に入れとかなきゃ、と思いまして、五つゲットしてきました」


「ってはぁ？　なんの念のためだよ？」


「そりゃもちろん、あれですよ。出発前の駅のホームでも話しましたが、月光さんには美雷さん、大兎さんにはヒメアさん、泉さんには僕……あれ、うちの弟だけ相手がいないじゃないか！　ってなったときのための保険をお兄さんとしては用意してあげ……」


「いらねぇええええええええええ！　だいたいなんで泉がおまえなんだよ」


「あれ、泉さんはハスガが持って行く予定なんですか？」


　というのに、泉が楽しそうに椅い子すごしに後ろを振ふり返って、


「あれあれハスガっち、そうなの？　私にお熱なの？」


「あああ？　おまえらなんなの？」


　が、無視でセルジュと泉が、


「そうなんですか？」


「そうなの？　そうなの？」


　などと言って。


「おまえら、だからうぜぇって！」


　と、ハスガが怒鳴って。


　そしてそれを無視して、月光が車のエンジンをかける。


　車が走り出す。


「お、まじでおまえ運転できんのな」


　と大兎が言うと、月光が、


「当然だ。俺に不可能はない」


　そう言ってから、助手席に座っていた美雷に、


「おい、頼んだものは……」


「あるよー！　ブラックガムでしょー？　いま食べる？　あたしも食べていい？　あれ辛からいよねー！」


「いや、もう少し限界がきてから食べる。それよりコーラをよこせ」


「んとんと、はい」


「あけて渡わたせ。運転中だ」


「ほいほーい」


　なんてことを言い合ってる。


　そのまま車は駅を出て、市街地へと入り、さらにその市街地を抜ぬけると山のほうへと向かい始めて。


「ってか、どこいくの？　まだ旅館はチェックインできる時間じゃないよね？」


　と聞くと、月光が答える。


「当初からの目的の場所へいく」


「目的の場所？　って、温泉旅行って、温泉が目的だよね？　ってことは、宿以外の温泉にいくのか？」


　しかしそれに月光は首を振って、


「いいや。いまからいくのは……」


　が、そこで彼の言葉が止まる。月光の目が、バックミラーへと向く。


　するとその瞬間、背後が真っ赤に光ったような気がして、さらにファンファンとサイレンのような音が響ひびく。


　そして、


『えー、前のミニバン、車を左に寄せて、停とまりなさい』


　なんていう、スピーカーで拡声された声が響く。


　それに、


「あれ？」


　と、大兎は振り向く。すると後ろの窓から、一台のパトカーが追いかけているのが見えて。


「おい月光、なんかおまえ、違い反はんしたのか？」


　と聞くと、月光がそれに、


「違反？　はっ、それはいったい、誰が決めたルールを破ったというのだ？　という話から……」


「いやおまえ、その調子でいってたら、何度も停められるぞ？」


　そう遮さえぎると、それに月光はふむっとうなずいてから、言う。


「ちなみに言っておくが、俺は違反していないぞ。スピードは守っていた。信号も無視していないし、一時停止違反もしてない。なのにあの国家の犬どもは、犬の分際でなぜ俺を停める？」


　などと言いながら、車を路ろ肩かたに寄せる。


　停車する。


　すると背後からお巡まわりさんが一人、パトカーを降りてやってきて、月光の横の窓をこんこんっとたたく。


　それに月光は窓を開けて、言う。


「なんだ？」


　するとおまわりさんが言う。


「いやなんだじゃないでしょ、君。その制服、あきらかに高校生だよね？」


「そうだが」


「他の子たちもセーラー服着てるし……あきらかに君ら、十八歳以上じゃないよね？」


　それに月光は一いつ瞬しゆんだけ後ろを振り返ってヒメアのほうを見て、


「いや、いったい何万歳なのかわからない、年とし増ま魔女も……」


　どん！　っと、ヒメアがまた月光の椅子を蹴る。


　するとそれにお巡りさんが怒おこって、


「ちょっと君ら、ふざけるんじゃないよ。あきらかに無む免めん許きよ運転だよね、これ」


「いや、免許ならある」


「え？　そんなわけないだろ？　言っておくが、バイクの免許じゃ車は乗れないぞ？　いいからもう、ちょっと君、降りなさい」


　が、それに月光はにやりと笑う。馬鹿どもに目に物を見せてやる、といわんばかりの表情になって、


「おまえら、俺を停めたことを後こう悔かいするぞ」


　と言いながら、ドアを開く。どうやらさっきの、特別に発行された免許を見せるつもりのようだった。


　というか本当にあれが、お巡りさんに対して効果があるのか、ということには大兎は少しだけ疑問があったのだが、しかし、まあ、


「月光のことだから、うまくやってんだろ」


　と、彼は小さく呟つぶやく。


　なにせ月光は、弱じやつ冠かん十六歳にして宮阪高校の生徒会長の座に君臨し、さらには世界第一位の魔術組織《軍》までをもその足あし下もとに率いている、本物の天才なのだ。


　だからこんな程度で問題は起きないだろう、と、他の生徒会のメンバーたちもまるで不安そうな顔をしてない。


　むしろ泉あたりは、興味津しん々しんの楽しげな顔をしていて。


　そんな中、月光が車を降りる。懐ふところからさっき見せてくれた免めん許きよ証しようを、まるで水戸○門で印いん籠ろうを出すシーンのように偉えらそうにつきだして見せる。


　それを、お巡りさんが見る。


　じっくり見る。


　そして、


「あのね、君、こんなオモチャ見せて、俺らが納なつ得とくするわけないでしょう」


「ああ？　これはオモチャじゃないぞ、内閣総理大臣が直接発行する……」


「ちょ、内閣総理大臣？　なに言ってんだ？　あ！　もしかして君、薬とかもやってるんじゃないだろうな!?」


「はぁ？」


「そういえば目もうつろだし」


「おまえ、ふざけたことを吐ぬかすのも大たい概がいに……」


　そこでさらに後ろのパトカーからもう一人お巡りさんが降りてきて、


「なにか問題か？」


「それがこいつら、どうやら薬やってるみたいで」


「なんだって！」


　と、もう一人のお巡りさんが駆かけ寄ってくる。


　それに月光は、


「くそ、やはり末まつ端たんのクズどもじゃ話にならないか。いいからおまえら、免許証の番号を控ひかえて警視総そう監かんに確かく認にんを取っ……」


「なにが警視総監だ、このジャンキーが！　おとなしくしろ！」


　と、お巡りさんが月光を捕とらえようとして、それを月光は払はらう。


「なっ、抵てい抗こうするつもりか！」


　さらに手をあげる。


　それを月光は、


「俺に触さわるな」


　払う。


　そこでお巡りさんが警棒を抜く。


　それに大兎は、


「ああ、ああ、だめだぞ、それ。こいつ相手に武器なんか抜いたら……ってか月光、殴なぐるなよ？　あの、謝まって事情説明するのは俺が」


　やるから……と、言いかけたときにはもう、月光はお巡りさんの顔面を殴っていた。


「ぐぎゃ！」


　と言って、一発で一人が気絶する。


　その動きの速さはあまりに圧あつ倒とう的で。


　というか、普ふ段だんバケモノ相手に戦っているのだから、そこらの一いつ般ぱん人が月光をどうにかできるはずがなくて。


　そしてそれを動きから察したのか、それとも雰ふん囲い気きから理解したのか、もう一人のやはり警棒を持っていた警官が急におびえた顔になり、それから踵きびすを返して、


「きょ、凶きよう悪あく犯だ！　応おう援えんを呼ばないと！」


　と、後ろのパトカーへと逃にげ始めて。


　月光はそれを、見る。ああくそ、めんどうだな、と疲つかれたように言う。それから車のドアを開き、


「美雷、剣けんを」


「ほいほい」


　と、さっきコーラを渡したときと同じ気安さで、助手席足下におかれていた凶剣スペル・エラーが月光に手て渡わたされる。


　その剣を白昼堂々抜き放った月光は、逃げるお巡りさんを後ろから追いかけていき、パトカーに乗り込みかけていたところを、背中から一ひと突つきする。


　刹せつ那な、お巡りさんは意識を失って、地面に倒たおれる──という、もう、どっからどう見ても凶悪殺人事件にしか見えない光景に、


「…………」





　もう、大兎は言葉もなかった。


　そんな中でもヒメアはやはり嬉うれしそうに彼にくっついたままで、美雷はドクターペッパーを飲もうかどうかと思案しているが。


　しかし泉だけはこちらを見て、


「いやー、いいね、いまの。なーんかこの旅行、のっけから盛り上がってるねー！」


　などと言ってくるが、


「いやこれ、盛り上がってるっていうのかね？」


　と大兎がため息をついたところで、月光が戻もどってくる。


　運転席に座り、ドアを閉め、


「だから日本語が通じない犬どもは嫌きらいなんだ」


　などと言う。


　それに大兎は聞く。


「ってか、あんなことして問題にならないの？」


　すると月光が答える。


「パトカーの無線で警視総監に説教しておいたから、大だい丈じよう夫ぶだろう」


「説教って……ンなことできるんなら、免許証いらなかったんじゃねぇの？　結局その免許証通じなかったし」


「ああ、そうだな。だから全警察署員に通達しておくように言っておいた。今後は紅くれない月光という名前を聞いたら、震ふるえながら土下座するように、とな」


「おまえ、何様だよ？」


　と聞くと、例によって例のごとく、彼はこう答えた。


「俺様だ」


　そしてその、俺様が運転する車が再び発進する。


　その運転手に向かって、大兎は聞く。


「で、だからどこへいくわけ？」


　するとそれに月光が答える。


「実は以前、箱根の山奥へ修しゆ行ぎようにきたことがあって……」


「あ、まさか、ここにきておまえ、生徒会の任務とか言い出すんじゃねぇだろうな？」


「うん？」


　と、それに月光が薄うすく笑うので、大兎は顔をしかめ、


「その顔、図星か？　まじで？　ってか、おまえが素す直なおに温泉についてくるなんておかしいと思っ……」


　が、それを遮って月光が言う。


「で、そのときその山奥で、ひどく美う味まいそば屋を見つけてな。いまはそこにいこうと思っている」


　などと、言う。


　そしてその、まるで月光らしくない発言に大兎は目を大きく見開き、助手席にいた美雷が目を輝かがやかせ、泉やセルジュ、ハスガと顔を見合わせて、


『そば？　そりゃ、いいねぇ』


　と、声をそろえた。





温泉ノート４　仲良く湯船で




　そしてついに、生徒会一同は、今回の旅の、一番の目的地へと到とう着ちやくしていた。





「くぁ～」


　と、大兎は妙みような声を出してしまう。


　そこは旅館の、露ろ天てん風ぶ呂ろだった。


　泉が予約した旅館は、本当に車じゃないといけないような山奥の、さらに崖がけのような場所に位置していた。


　だから露天風呂からはもう、山の木々や、崖下の小川が見下ろせて、


「こりゃ、気持ちよすぎだろぉ……うへぇ～」


　と、うめくように言って、肩かたまで湯につかる。


　温泉にはいま、彼一人だった。


　シーズンオフなためか、電車同様旅館はガラガラで、なんでも客は、宮阪高校生徒会ご一行様だけらしい。


　つまりもう、完全に貸し切り状態だった。


　部屋は四人部屋を二部屋借りて、男子チームと女子チームに分けたのだが、とりあえず全員、部屋に荷物を置き次し第だい、露天風呂へいくぞ、ということになっていた。


　おまけにこの温泉は非常に特とく殊しゆな場所で、ええと、なんというか泉いわく、


『温泉にきたからには、混浴でドキドキしなくて、いったいなににドキドキするのかぁあああああ！』


　というコンセプトのもと、なんと混浴だった。


　もちろん、水着を着ているのでいってみればプールにきたのと変わらないといえば変わらないのだが、


「ちょっと、あれだよな。それでも緊きん張ちようするよな？　だって、混浴って俺、夜のトラベルミステリー的なドラマのお色気シーンでしか見たことねぇよ？」


　なんて独り呟つぶやく。


　だがまあ、どういうわけかいま、温泉には大兎一人だった。


　女子たちの着き替がえや用意が遅おくれてる、というのはわかるが、しかし、


「男どもはなにに時間かかってんだ？」


　と、彼は脱だつ衣い所のほうへと目を向ける。


「月光とか、また寝ねてんじゃねぇのか？」


　そう彼が言ったと同時に、ガラララっと、脱衣所の扉とびらが開く。


　すると水着姿に手ぬぐいを持った月光が立っていて。


「あ、きた。他の奴やつらは？」


　という問いに、月光は答える。


「ハーフエルフの変態のほうが、わざと水着を忘れてきて風呂に入ろうとするのを弟が止めて、いまフロントに買いにいってる」


　と、いうことらしかった。


　そのまま月光が入ってきて、かけ湯をする。それからこちらを見て、聞く。


「どうだ？」


「気持ちいいよ」


「そうか」


　と、月光も温泉に浸つかる。


　瞬しゆん間かん、月光の顔が、ゆがむ。ひどく苦しそうな顔になる。とても難しそうな顔になる。


　そして最後に、


「う～ん」


　と、ちょっと気持ちよさそうな声が口から漏もれて、


「声、我が慢まんできねぇよなぁ？」


　と大兎が言うと、月光は小さく笑った。


　そのまま二人で、小川のほうへと目を向ける。


　聞こえてくるのは──


　鳥の声。


　風で木々がすり合う音。


　小川のせせらぎ。


　そんな中、風呂に男二人。


　その、妙な雰囲気に、


「っておまえ、ちょっとはなんか喋しやべれよ」


　と大兎が言うと、月光はこちらを見て、


「おまえが話題を提供しろ」


「んぁ？　あ～、じゃあ、おまえ、今日はずいぶん眠ねむそうだったけど、何時に寝たのよ？」


「四時だ」


「おっそ。なにしてたの？」


「ちょっと調べごとがあってな」


「ふーん。そうか」


「そうだ」


「ふーん」


「…………」


「…………」


　あっさり、会話は終わった。


　そのまま二人はまた、無言で川のほうを見る。


　しかしそれが、苦痛じゃなかった。


　それは温泉の力なのか、それとももう、この生徒会で過ごした数か月で、こんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな俺様生徒会長ともそれなりに仲良くなったせいなのか。


　それはわからないが、まあ、


「しっかし、気持ちいいなぁ」


　と、大兎が呟くと、月光はこちらを見ないままうなずいて、


「そうだな」


　と言った。





　しばらくすると、再び脱衣所の扉が開いた。


　そして、


「レディース＆ジェントルマン！　ついに女性陣じん登場のときがやってきましたよー！」


　と、泉の声だった。


　さらに美雷の声で、


「きましたよー！」


　という声がする。


　それに大兎はそちらを見る。


　するとそこには、黄色い水着を着た美雷がもう、こちらに飛び込まん勢いでジャンプしていて。


「あの、馬ば鹿か……」


　と、月光が言ったときにはもう、


「とりゃぁあああああああ！」


　と、彼女は月光の真上に降ってきていた。


「んなっ、ちょ、待……」


　が、空中にいる美雷が待てるはずもなく、ドボンっとお湯に突つっ込こむ。もしも他の客がいたらあきらかに怒おこられる勢いで入ってくる。月光はそのまま巻き込まれてお湯の中に沈しずんでしまって。


　それに大兎は、笑う。


「完全っに、プールになったな」


　もう、小川のせせらぎとかは聞こえそうになかった。


　さらにそれに続いて、


「泉ちゃんもいきまぁあああああす！」


　と、エメラルドグリーンの綺き麗れいな水着を着た泉が走ってきて、飛ぶ。それも月光と美雷が沈んでいるであろう場所へとめがけて飛んで、頭を出しかけた月光の上に、ざぶんっと落ちる。


「ぐわっ」


　また、月光が沈む。


　これはもう、月光が怒って血を見る可能性まであるな、と思い、大兎はちょっとずつ月光たちから遠ざかる。


　ちなみに風呂は混浴をうたうだけあって、それなりに広い。少し離はなれれば、あのおふざけ女子たちの遊びに巻き込まれずにすむだろう。


　そのまま少し移動して、脱衣所のほうを見る。


　するとそこにはもう一人の女子がいる。


　ピンク色の水着を着た、ヒメアが、顔までピンクに染めて恥はずかしそうにこちらを見ていて。


「あ、あの……」


　とか、言ってくる。


　たぶん、似合ってるかな、とか、大兎嫌いじゃないかな？　とか、彼女は聞くのだ。


　あんなに綺麗なのに、いつも彼女はそうやって、大兎の好みを聞いてくれて。


　そして大兎はそれに、苦く笑しようする。


　こんな混浴な状じよう況きようで、「似合ってるから、大だい丈じよう夫ぶだよ」とか、こう、モテ男よろしく言えるほど、経験積んでないんだけどなぁなんて思いながらも、ここでそれを言わなきゃいけない場面だってことはわかっているので、彼は微笑ほほえんで言う。


「ヒメア」


「う？」


「すごくかわいいよ」


「うー！」


　ヒメアの顔がますます赤くなる。そのまま恥ずかしそうに走ってきて、湯船につかる。こそこそ横までやってくる。近くで見ると、彼女の水着姿は遠くで見るよりもさらに綺麗で、かわいくて。


「あー、ちょ、ヒメア、あんま近く寄られると、困るよ」


「えー、なんでー」


「あー、いや、その」


「ぴとーってくっついちゃうもんねー」


「んと」


「ぴとー」


　と、ヒメアがくっついてくる。


　水着で。


　温泉で。


　それに大兎は、お湯に長く浸かっている、というのもあいまってか、妙みように頭がくらくらしてきてしまって。


　そしてそれに、少し離れた場所にいて、血みどろの殴なぐり合いになっているはずの泉、月光の二人が、しかし殴り合いをせず、ただ、半眼でこちらを見ながら、言ってくるのが聞こえる。


「ねーねーあの、高校生にはあるまじきエロい感じ……あれ、どー思われます？」


「ふむ。おそらく不ふ倫りんだな。確か男のほうにはもう一人付き合ってる女が……」


「っておーい！」


　と、大兎が突っ込むと、月光はまた、楽しげに笑いかけ、しかし、彼のその後ろを全力クロールで泳ぎ去っていこうとする美雷に向かって、


「おまえはちょっとはおとなしくしろ！」


　と、怒ど鳴なって髪かみの毛をつかむ。


「わー！」


　と美雷が沈む。


　戻もどってくる。


　そして戻ってきた美雷は、珍めずらしく顔を真っ赤にして、慌あわてた様子で、


「げ、げげげげ、ゲッコー　どうしよう！」


　などと叫さけぶ。


　それに月光は首をかしげて、きく。


「あ？　どうした？」


「あ、あのあの、その、み、水着が……」


「ん？」


「上の水着がとれて、どっかいっちゃった」


「なっ」


　と、月光が驚おどろく。


　美雷は、胸のあたりを両手で押さえて、恥ずかしそうに顔を頰ほおのあたりまでお湯につけ、ぶくぶくしている。


　瞬間、泉の目がキラーンと光り、


「ラブハプニングチャーンス！」


　と、月光の背中を、美雷のほうへと蹴ける。
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「なっ、させるか」


　しかしその泉の蹴りを、月光はとっさに振ふり返って手で握にぎって止める。


　それに足をあげていた泉が自分の股こ間かんのあたりを手で押さえ、


「おわ、ちょ、水着でこの体勢は、ちょっと恥はずかし……」


　が、月光はそのまま足を押して、泉を後ろにひっくり返して。


「うひゃー」


　と、お湯の中に泉が沈む。しかしそこから、


「水着ゲットー！」


　と、湯船の中から黄色い水着を手に入れて戻ってきて、


「くそ、まずい奴やつに渡わたった！　それをこちらに寄よ越こせ」


　と月光が言う。


　するとそれに、泉がうへへと笑って、


「この人ひと質じちを返して欲しくば、夕飯の肉を一切れ、私に献けん上じよう……」


「うるさい、いいから寄越せ！」


　と、月光は手を伸のばそうとする。


　しかしそれに泉は、


「渡しませーん！」


　と、泉が美雷の水着を、自分の胸の水着に挟はさんで、


「これで、どうじゃー！」


　と、言う。


　瞬しゆん間かん、月光はそれにもう、手も足もでないとばかりに絶望したような顔になり。


　泉が勝ち誇ほこったように笑い。


　美雷はやはり恥ずかしそうに胸を押さえながら湯船に沈み。


　そしてヒメアはうっとりとした顔で、大兎にぴったりくっついたまま、という状況で──


「あー、馬鹿兄貴のせいで遅おそくなったじゃねぇかよ」


「えー、僕のせいですかー？」


　と、ガララっと脱だつ衣い所の扉とびらが開いた。


　そしてハスガとセルジュが、まっすぐいまの、混浴露ろ天てん風ぶ呂ろの状況を、見る。


　月光、美雷、大兎、ヒメア、泉の姿を見る。


「………………」


　そしてなぜかそのまま、ハスガはガララと再び扉を閉めて。


　それからこんな声が聞こえてくる。


「な、なんだ、いまの？　なにが風呂で起きてんだ？」


「だーから言ったでしょう？　みんな大人なんですって。相手がいないのはハスガだけなんですって。さ、いまからでも遅くありません。女子大生たちにメールしましょうよ」


　なんて会話に、月光が慌てて、


「ちょ、おまえら妙な勘かん違ちがいをするな！」


　などと怒鳴って。


　そしてそんないつものドタバタに、大兎はもう一度肩かたまでお湯につかりながら、笑った。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　そしてその、楽しい気持ちは、温泉のあとも続いた。


　旅館で出る夕食は美お味いしかった。


　夜もう一度トランプをやって、やっと大だい富ふ豪ごうになったときの月光の喜びようにみんなで笑って。


　翌日も、朝から温泉に入って、観光名所と呼ばれるようなところをふらふらして、旅館に帰ってきてからはまた温泉に入って。


　その間、ずっと楽しかった。


　いつもとは違って、竜りゆうも、神も、魔ま神じんやら妖よう魔まやらも、まるで現れなかった。


《軍》や《教会》、テンペロン・クローリーといった醜みにくい人間たちの魔術組織も現れなかった。


《天魔》や、《預言》や、《月の裏側の神》などという言葉など、発することすらされなかった。


　ただ、ただ、彼らは普ふ通つうの旅行をした。


　みんなでくだらないことで笑って、笑って、笑って。


　そしてあっという間に楽しい時間は過ぎ、帰りの電車の中。





　　　　◆





　楽しい旅行は終わり、宮阪市へと戻っていく電車の中。


　電車は夜九時発の便で、


「…………」


　全員が、遊び疲つかれてもう、車内で寝ねてしまっていた。


　しかし月光だけは妙に目がさえてしまい、起きていた。だからしばらくは暗い窓の外を独りぼんやり眺ながめ、それから顔を上げる。


　いま、目の前で寝ている他の生徒会の面々のほうへと向ける。


　馬ば鹿かどもは本当に気持ちよさそうに寝ていて、


「まったく、おまえらは子供か」


　と、彼は小さく、笑う。


　しかしそれと同時に、意外にもこの旅を、楽しいと感じている自分がいることに、彼は少しだけ驚く。


　なぜならいままでずっと、そんな感情は自分にはないと思っていたのだから。


　いや、正確に言うと、この世の中において、自分にはそんな時間はないと、そう思っていたのだ。


　くだらないことで、不毛に人生を消しよう耗もうする時間は、ないと。


　常に前に進み続けなければ、自分には未来はないのだと、そう子供のころから思っていて。


　とそこで、月光は横にいる、美雷を見る。やはりアホ面づらで月光のほうへと寄りかかって寝ている彼女を見つめ、


「まったく、よだれを俺につけるな」


　と、小さく言うが、あまりに気持ちよさそうに寝ているので、押しのけたりはしない。


　ただ、小さくため息をつき、もう一度生徒会の面々を、見つめる。


　ここにいるのは、馬鹿ばかりだった。


　あきらかに不利な状じよう況きようで。


　絶望的な状況で。


　逃にげ出したほうがいいと思える状況で。


　しかし、逃げずに、月光と一いつ緒しよに戦うと言い出してしまうような、馬鹿ばかりだった。


　そしてその、馬鹿どもの集団を見つめ──


「俺は……」


　と、小さく呟つぶやく。


　するとそこで、正面に座っていた大兎が顔を上げる。


　そしてこちらを、見る。


　それに月光は、聞く。


「なんだ、寝てなかったのか？」


　しかしそれに、大兎は薄うすく微笑ほほえみ、それから、


「なぁ月光」


「ん？」


「俺も、おまえと同じこと、考えてたよ」


　なんて、言う。


　それに月光は首をかしげて、聞く。


「なんだ？」


「あ～、なんだろ。おまえいま、こう思ってたろ？　この、生徒会の馬鹿げたメンバーに会えて、一緒に過ごせて幸せだって」


　なんていう、馬鹿げた言葉に、月光は顔をしかめて言った。


「そんなことは思ってない」


「あれ、そう？　そんな顔してると思ったけど」


「俺はおまえらを足手まといだとしか感じていない」


「あはは、ウソばっか」


「本当だ」


「ま、いいけどねぇ。でも、俺はおまえに会えて、よかったよ」


「…………」


「なんかいろいろ大変だったし、これからも大変なんだろうけど」


「…………」


「でもそれでも、おまえや、ここの奴らと会えて……一緒に戦えて、よかった」


「…………そうか」


「ああ。おまえもだろ？」


「…………」


　と、月光が黙だまると、それに大兎はまた笑ってから、


「じゃ、俺も眠ねむいから、寝るよ」


「永久に寝てろ」


「はは」


　と、また、大兎は目を閉じる。


　その、大兎の姿を月光は見て。


　それからその横の、イロボケの魔女を見て。


　さらに自分の横にいる天然悪魔や、ハーフエルフの兄弟、それに、妙みようにスカートが短い金きん髪ぱつ女という──どんな状況でも自分のそばにいてくれる、仲間たちの姿を見つめて。


「……はは」


　彼は少しだけ楽しげに笑ってから、目を閉じた。
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「だからなぜ、俺に挨あい拶さつの仕事を持ってくる！」


「まだ雪降ってないからじゃないかなぁ？」






　　あとがき







　このあとがきは、自分の誕生日に書いているのですがー！


　と書くと、僕の誕生日を知っている方は、あとがきが発売日からどれくらい前に書かれているのかがわかりますね。


　ちなみに、あれです。


　この本は僕的には連続刊行でして、『堕おちた黒い勇者の伝説７』と、この本は二か月連続で発売されているわけです。


　そして、この本は非常にすばらしい、優良な進行で書き上がりまして！


　しかし先月の『堕ち伝』は非常にすばらしくない進行で書き上がりまして！


　となると、いったいなにが起きるのか！





　すげぇ短い間に、二つあとがき書いてるよ僕！　ってか、二週間くらい前に、前のあとがき書いた気がするよ、すみません！





　というファンタジーな展開が起きております。


　つまりなにが言いたいのかというと、あとがきのネタがないですとか言いませんはいすみません。


　なんて謝ってばっかりですがー、しかし、この本は優良進行で締しめ切りを守ったのでー、担当山やまちゃむが、


山ちゃむ「鏡かがみさん、私感動しました★」


　と、言ってくれました。


山ちゃむ「あの鏡さんが、正規の締め切りを守るなんて、まるで信じてませんでした★」


　って信じてないのかよ！


山ちゃむ「だからあまりにびっくりしすぎて、思わず涙なみだぐんじゃいました★」


　って全然褒ほめられてる気がしなーい！（笑）


　という冗じよう談だんはさておき（実はちゃんと褒められましたやったー）。


　それはともかく、そんなこんなを乗り越こえて、ついに出ました『紅くれない月げつ光こうの生徒会室５』！


　短編集だけで早くも五巻か～と驚おどろくのですが、ついにここまでやってきましたー。


　みなさんの応おう援えんのおかげです！


　ありがとうございます！


　ほいでほいで、本編のほうはもう、あと残すところ二冊くらいという、大クライマックス状態なのですが、さて、月光室の異常なまでのこのほのぼのダラダラ感はなんでしょう。一話だけ長編ノリの話が混ざり込んではいますが、他は全編とんでもないことになっています。


　世界がどうとか、運命がどうとか、《預言》がどうとか、まーあああああるで出てきませんね！


　だけどなんか、僕がやってるもう一つのシリーズ、『伝説の勇者の伝説』のほうもクライマックス全開中なので、この短編集には非常に癒いやされます。


　書き下ろしの温泉の話とか、へっへーと思いながら楽しんで書けました。


　みんな温泉回、楽しんでくれましたでしょうかー。楽しんでもらえたのなら、嬉うれしいです。


　と、そんなこんなを書いたところで、さてさてそろそろあとがきも終わりなのですが、最後に、今後のいろんなスケジュールについて書きまーす。


　えー、まずは今月はあれです。


『いつか天てん魔まを斬きる魔女ヘクセン２』が、７月26日に発売になります！


　そちらもクライマックス中なので、よろしくお願いしまーす。


　さらに、８月９日！


　コミックス版『いつか天魔の黒ウサギ６』が発売になります。


　原作にさきがけて、こちらは最終巻になりますので、みなさん、どういう結末になるのか、ぜひ、お楽しみに！


　もちろん長編小説はまだ続きます。





　さらにさらに９月は、小説のほうも出ます。


　早くも『大伝説の勇者の伝説12』が発売予定で、えー、来月末あたりに締め切りがある模様ですどうしよおおおおおと、誕生日に叫さけぶの巻。


　というわけでみなさん、これからもよろしくお願いします！


　それではまた、９月～って、また隔かく月げつ刊行じゃんねぇえええええええ。





　鏡貴也のツイッター　http://twitter.com/kagamitakaya/


　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/




鏡かがみ　貴たか也や





初出





泉ちゃんの秘密




　　　ドラゴンマガジン２０１１年７月号




不審者な女子高生




　　　ドラゴンマガジン２０１１年９月号




消滅前夜の紅月光生徒会室




　　　ドラゴンマガジン２０１１年11月号




宮阪高校お悩み電話相談室１～３・６




　　　ドラゴンマガジン２００９年７月＋号書き下ろし







みなさまへ、紅月光生徒会長からのご挨拶




　　　書き下ろし




宮阪高校お悩み電話相談室４・５




　　　書き下ろし




温泉ノート




　　　書き下ろし




みなさまへ、紅月光生徒会長からのお別れのご挨拶




　　　書き下ろし





いつか天魔の黒ウサギ


紅くれない月げつ光こうの生せい徒と会かい室しつ５





鏡かがみ　貴たか也や
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